
徳島県埋蔵文化財センター調査報告書 第 5集

四国縦貫自動車道建設に伴 う
埋蔵文化財発掘調査報告

5

日吉谷遺跡

1994

徳 島 県 教 育 委 員 会

財団法人 徳島県埋蔵文化財センター

日  本  道  路  公  団



徳島県埋蔵文化財センター調査報告書 第 5集

日吉谷追跡

ヽ
リ鮮＝

五
日

に
報

設
査

建
調

道
掘

車
発
５

動
財

自
化

貫
文

縦
蔵

国
埋

四

1994

徳 島 県 教 育 委 員 会

財団法人 徳島県埋蔵文化財センター

日  本  道  路  公  団



日吉谷遺跡全景
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本書は、四国縦貫自動車道 (徳島～脇間)の建設に伴い、平成元年度と平成2年度に実施 し

た阿波郡阿波町に所在する日吉谷遺跡の発掘調査の成果をまとめたものであります。

本遺跡は阿讃山脈南麓に位置 しており、旧石器から中性にいたる遺構が確認されましたが、

特に旧石器時代のブロックの石器群は県内では初めて確認されたものであり、今後、本県に

おける旧石器研究の基礎資料になりうるものと考えております。また、弥生時代の石器も豊

富に出上 しており、吉野川中流域の弥生文化を検討する上で重要な成果が得 ら絶たものと考

えております。

本書が調査研究の資料 として活用され、文化財保護の一助となれば幸いです。

なお、発掘調査の実施、報告書作成に当たり、日本道路公団をはじめ、関係諸機関並びに

地元の皆様に多大の御協力、ご指導を頂きました。ここに深 く感謝いたしますとともに、今

後 とも御支援賜 りますようお願い申し上げま|。

平成6年 3月

財団法人 徳島県埋蔵文化財センター

理事長 近 藤 通 弘



例

1 本書は平成元年 (1989)度 と平成 2年 (1990)度 にかけて調査を実施 した四国縦貫自動車道

建設に伴う日吉谷遺跡 (阿波郡阿波町所在)の調査報告書である。

2 発掘調査及び報告書作成についての実施期間は次の通 りである。

発掘調査期間 第 1次調査 平成元年■月25日 ～平成 2年 3月 24日 (本調査)

第 2次調査 平成 2年 9月 17日 ～平成 2年 12月 20日 (本調査)

基礎整理期間       平成 3年 4月 1日 ～平成 4年 3月 31日

報告書作成期間      平成 4年 4月 1日 ～平成 5年 3月 31日

3 発掘調査は徳島県と日本道路公団高松建設局の委託契約を受け、徳島県からの委託契約

により、財団法人徳島県埋蔵文化財センターが実施 した。

4 遺構の表示は徳島県埋蔵文化財センターが定める発掘調査基準による略記号を用いた。

九例

SA 掘立柱建物跡・ trd・列   SD tt         SP 柱穴

SB 竪穴住居        SK 土坑        SX 不明遺構

5 方位は国土座標第Ⅳ座標系の北、高さは東京湾標準潮位 (T.P.)を表わす。

6 本書で用いた土層及び土器の色調は、小山正忠、竹原秀雄編『新版標準土色帖』1989年

度版によった。

7 本書の遺物番号は通し番号とし、本文 。挿図・表 。図版と一致する。

8 第4図の地形図は建設省国土地理院登録の1/25,000の 地形図「脇町」、「西赤谷」を転載

したものである。

9 調査に当たっては、次の機関の指導・協力を得た。

徳島県教育委員会 日本道路公団高松建設局 同徳島工事事務所 同脇町工事事務所

ロ



徳島県土木部縦貫道推進局 同中央事務所 阿波町

10 発掘調査、整理期間を通 じて次の方々に御協力、御教示を得た。

絹川一徳 柴田昌児

■ 出土遺物の自然科学分析は、炭化材同定をパ リノ・サーヴェイ株式会社に依託 した。

12 本書の執筆は I-1を菅原康夫、Ⅲ-3-(りを原芳伸、その他を小泉信司が行い、小泉が編

集 した。遺物の写真撮影は島巡賢二、一部佐藤誠二が行った。

遺LTl抄録

遺  跡  名 日吉谷遺跡

読 み ひよしだに

所 在 地 阿波郡阿波町 日吉谷26-1他
X=119.600～■9.720 Y=64.300～ 64.420

種 男」 集落

時 代 中世

主 な 遺 構 旧石器ブロック
竪穴住居・掘立柱建物・土坑・溝

主 な 遺 物 旧石器 。縄文土器 。弥生土器・石器・土師器・須恵器・ Fal磁器
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I 調査の経緯

1 調査に至る経緯

四国縦貫自動車道は「国上開発幹線自動車道建設法」及び「高速自動車国道法」に基づ き、

四国 4県を連結する幹線道路 として計画された。徳島県内では徳島～脇間については昭和48

年 (1973)10月 19日 「道路整備特別措置法」に基づ き建設大臣から第 7次の施工命令が出さ

れ(昭和54年 3月 2日 整備計画変更、施工命令)、 昭和55年12月 19日 実施計画の認可、昭和56

年 1月 19日 に路線発表がされた。

これは徳島市川内町の徳島 I.Cを起点とし、吉野,IIに平行 して西進 し、板野那板野町の沖

積平野を横断 した後、同郡上板町から阿波郡阿波町にかけて阿讃山麓を通過 して脇 I.Cを結

ぶ区間延長41.4km、 用地取得面積259h aに及ぶ事業である。

昭和61年 4月 24日 道路局長通達により暫定施工に変更され、62年 11月 6日 徳島～脇間の起

工式が行われた。昭和63年 5月 31日 には藍住 I.C(追加 I.C)の施工命令が出され、 6月

30日 に実施計画が認可されている。

この間徳島県教育委員会 (以下「県教委」という。)は昭和60～62年度にかけて脇～板野

間、63年度には徳島～板野間の路線に係る分布調査を実施 し、理蔵文化財の実態把握に努め

た。これと前後 し、分布調査結果を基に県教委と協議を重ねた日本道路公団高松建設局 (以

下「公団」という。)は、昭和63年 6月 17日 、文化庁に脇～板野間に係る58遺跡の取扱いにつ

いて協議を申し入れ、平成元年 3月 30日 、工事の施工に先立って発掘調査を実施する旨の協

議を終了した。

一方、県教委では供用が第10次 5か年計画に取 り入れられ、平成 5年が目標 となっている

ことを受けて、63年度に大規模開発に即応 した調査体制の整備を図り、平成元年 4月 1日 、

財団法人徳島県埋蔵文化財センター (以下「センター」という。)を発足させ、調査に対応す

ることとした。センター発足時には未確定であった徳島～板野間の調査については、平成 2

年 1月 22日 に10遺跡の取扱いについての協議が終了し、路線内に68遺跡、約360,000m2(暫定

分約340,000m2)、 事業区域面積のほぼ13パーセントにあたる文化財対象地が確定した (第 1

表)。

県と公団との委託契約をふまえ、県とセンターとの委託契約は元年 6月 1日 付けで締結さ

れた。センターでは発掘調査にあたって、機械掘削等工事請負方式と空中写真撮影図化を導

入することによって、調査の迅速化 lこ努める方針で臨んだ。 しかし、文化財対象地があくま

で分布調査結果に基づ くものであり、特に工事請負として設計 。発注するためには掘削土量
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の把握が不可欠であるため、試掘調査を先行 し、遺構の遺存状態及び層厚の把握に努めた。

また、用地取得状況を勘案 しつつ、散布地・集落跡・古墳など、遺跡の性格・遺構の累積数

に応 じた調査方法、調査工期について検討を行い、調査を実施 した。

前述 したように、試掘調査を先行する事によって層厚・調査面積を絞 り込んだことに加え

て、徳島～板野間の沖積平野では現地表面下 3m以深に追跡が存在することから、遺物の採

集が行われなくとも、慎重を期 して微高地が調査対象地とされていたこともあり、最終の実

掘面積は当初見込みに比べて減少 した。

平成元年度には、14遺跡14,500m2、  2年度は33遺跡76,390m2、  3年度は30遺跡35,748m2、

4年度は残作であった14遺跡6,826m2に ついて、用地取得がなされた地区から調査を進め、

当該区間の調査を完了した (第 1表 )。

そんぞれの調査の進捗状況については、既刊の徳島県埋蔵文化財センター年報を参照され

たい。

出土遺物の整理、調査報告書作成業務は平成 3年度に一部着手し、 4年度からは本格的な

作業に入り、今後順次刊行の予定である。

調査組織及び整理体制は以下である。

事務局長

総務課長

主   事

研究補助員

臨時補助員

調査課長

調整係長

日下 昭 (平成元 。2年度)

佐藤信博 (平成 3・ 4年度)

吉田 寛 (平成元 。2年度)

木内正幸 (平成 3年度)

岡本一仁 (平成 4年度)

佐藤 馨 (平成 2～ 4年度)

扶川道代

田村隆子 上田暁美

岸いくみ 大岸さとみ

福原幸恵 藤川淑江

柴田みのり

桑原邦彦 (平成元・ 2年度)

羽山久男 (平成 3・ 4年度)

菅原康夫 (平成元年度)
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技

調査係長

第 2次調査

研 究 員

研究補助員

基礎整理業務

湯浅利彦

安友克住 (当時)

十川道雄 (当時)

結城孝典 (当 時)

早渕隆人

米倉康博 (当 時)

湯浅利彦

鎌田幸二

島巡賢二 (平成 2～ 4年度)

森長 進 (平成元・ 2年度技術主任)

堀江隆治 (平成 3・ 4年度)

島巡賢二 (平成元年度)

菅原康夫 (平成 2～ 4年度)

調査担当

第 1次調査

研 究 員  浅尾忠明 (当時)

米倉康博 (当時)

研 究 員  久保脇義朗

調査報告書作成業務

研 究 員  小泉信司

橋川充男

ぉ lL■ ■ L山 ん ノ

第 1図 四国縦買自動車道 (徳島～脇)路線図
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第 1表 四国縦買自動車道 (徳島～脇間)埋蔵文化財調査地一覧表

跡

号

遺

番
遺跡名 所在地

面積 (評 )

備  考
実掘面積 元年度 2年度 3年度 4年度

1 西長峰遺跡 阿波郡阿波町西長峰

2 中長峰遺跡 阿波郡阿波町中長峰

3 東長峰遺跡 阿波郡阿波町東長峰

4 日吉谷遺跡 阿波郡阿波町 日吉谷 4,080 1,840 2,240 木報告書所収

5 赤坂遺跡 (I) 阿波郡阿波町赤坂 報告書第 1集所収

6 赤坂遺跡 (H) 阿波那阿波町赤坂 報告書第 1集所収

7 赤坂遺跡 (m) 阿波郡阿波町赤坂 1,600 1,000 報告書第 1集所収

桜ノ岡遺跡 (I) 阿波郡阿波町桜ノ岡 8,000 2,690 5.310 報告書第 3集所収

桜ノ岡遺跡 (III) 阿波郡阿波町桜ノ岡

桜ノ岡～東工広遺
跡 阿波郡阿波町小倉 1,000 1,000

11 山ノ神遺跡 阿波郡阿波町山ノ神

山ノ神～入丁原遺
跡 阿波郡阿波町山ノ神

上喜来遺跡 阿波那市場町大俣 1,160 260

大俣山路～大俣宇
佐遺跡 阿波郡市場町大俣

上喜来蛭子～中佐
古遺跡 阿波那市場町上喜来 12,560 11,720

八坂遺跡 (I 阿波都市場町尾開

17 八坂遺跡 (H 阿波郡市場町尾開

八坂遺跡 (III 阿波郡市場町尾開

八坂遺跡 (Ⅳ 阿波郡市場町尾開 2,000 2,000

日吉～金清遺跡 阿波那市場町尾開 3、 100 2,850 250

古田遺跡 (I) 阿波郡市場町切幡

古田遺跡 (H) 阿波郡市場町切幡

坤山～観音遺跡 阿波郡市場町切幡

乾山～観音遺跡 阿波郡市場町切幡 850

乾山遺跡 阿波郡市場町切幡 2 2

金蔵～上井遺跡 板野郡生成町浦池 2,730 2,730 報告書第 1集所収

北原～大法寺遺跡 板野郡土成町生成 4,890 4、 890

前田遺跡 板野郡生成町生成 10,810 7,710 3,100 報告書第 2集所引又

椎 ヶ九～芝生遺跡 板野郡生成町吉田 3,550 3.550

北門～涼生遺跡 板野郡生成町吉田 200

広坪～宮ノ下遺跡 板野郡土成町宮川内

向山古墳群 板野郡生成町宮川内

葬ヶ丸遺跡 板野郡生成町高尾 1,400 1,400

けやき原～林遺跡 板野郡生成町高尾 210

西谷遺跡 板野那生成町高尾 7,300 5,650 1,650

法教田遺跡 (I) 板野郡生成町高尾

十楽寺遺跡 板野郡生成町高尾

安楽寺谷墳墓群 板野郡上板町引野 2.140 2,140

関堀窯跡 板野那上板町引野

天神山遺跡 板野郡上板町引野 1,330 1 330 報告書第 1集所収

41 青谷遺PII 板野郡上板町引野 3,980 3,110 報告書第 1集所収

明神池古墳群 板野那上板町引野
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遺跡

番号
遺跡名 所在地

面積 (ma)
備  考

実掘面積 元年度 2年度 3年度 4年度

柿谷遺跡 板野郡上板町泉谷 8,930 3,280 5,650

新池遺跡 板野那上板町泉谷

神宮寺追跡 板野郡上板町神宅 15,649 11.507 4,142

菖蒲谷西山A遺跡 板野郡上板町神宅

菖蒲谷西山B遺跡 板野郡上板町神宅 1,980 1,730

菖帝谷東山古墳群 板野郡上板町神宅

山田古墳群A 板野郡上板町神宅 2,200 2,200

山田古墓 板野郡上板町神宅

山田古墳墓B 板野郡上板町紳宅 525

大谷古墳群 板野郡上板町神宅

大谷薬師遺跡 板野郡上板町神宅

祝谷古墳 板野郡上板町神宅

聖天山遺跡 板野郡上板町神宅

黒谷窯跡 板野那板野町黒谷

松谷遺跡 板野郡板野町松谷

蓮華谷古墳群 (I) 板野郡板野町犬依

蓮華池遺跡 (1) 板野郡板野町犬伏 報告書第 4集所収

蓮華谷古墳群 (II) 板野郡板野町大伏 1,220 1.220 報告書第 4集所収

蓮華池遺肋 板野郡板野町犬伏

黒谷,II宮ノ前遺跡 板野郡板野町犬伏 10,580 10,450

古城遺跡 板野郡板野町古城 10,000 8,920

西中富遺跡 (I) 板野郡板野町西中富 975

西中富遺跡 (H) 板野郡板野町西中富 125

東中富遺跡 板野郡藍住町東中富 550

前須追跡 板野郡藍住町徳命 876

新居須遺跡 板野郡藍住町徳命

計 133,464
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2 調査の経過

(1)調査の経過

日吉谷遺跡は、分布調査によって弥生土器片、石鏃等の分布が認められた。その結果4,080

m2が調査対象面積にあげられた。 しかし、土地未買収地があり、試掘調査は 2度に分けられ、

試掘・発掘調査は平成元年11月 25日 から平成 2年 3月 24日 (1次調査・面積1,840m2)と 平成

2年 9月 17日 から平成 2年 12月 20日 (2次調査・面積2,240m2)に 行われた (第 3図 )。

Z

Y

X

W

― X=■ 9720

― X=■ 9700

― X=■9680

― X=■9660

― X=119640

23 24 25 26 27 28 29
― X=■ 9620

_X=119600
15 16 17 18 19 20 21 22

0                             50m

第 2図 グリッド画E置図
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12)発掘調査の方法

調査の基準 となるグリッドの配置は、第 4系国土座標 を基準 とし、 5m× 5mの方眼を国

土座標に沿って設定 し、調査区内のグリッドについてはX軸方向は西から 1～ 29の数字を、

Y軸方向は南からA～ Zの記号をつけてグリッド名 とした。 (第 2図 )

調査区は道路、用水、田畑区画等で分断されているため、A～ H区の調査区を設定 した。

(A・ BoC・ D区は 1次調査、E・ FoG・ HoI区 は 2次調査 )。

I区の東、G・ H区の北部分については、試掘の結果、大幅に地形の変更が認められる地

区や、急斜面のため包合層が堆積 していなかったので調査区から除外 した。

俗)調 査 日誌抄

1次 調 査                  2月 27日  A区だめ押し掘り開始。

1989年                      3月 3日  A区旧石器出土層確認のための

12月 12日  試掘調査開始。                 溝堀り。

12月 18日  A区機械掘削開始。          3月 6日  A区旧石器出上部分掘 り下げ。

12月 20日  調査区杭打ち。            3月 8日  A区旧石器出上部分平板測量開

12月 21日  A区人力掘削開始。               始。

12月 22日  A ttIグ リツトから遺構検出開    3月 23日  1次調査終了。

始。遺構確認。           2次  調 査

19904F                                          1990令 F

l月 8日  B区機械掘削開始。          9月 12日  E区機械掘削開始。

1月 9日  B区人力掘削開始。          9月 21日  F区機械掘削開始。

1月 10日  C区機械掘削及び人力掘削開始。    9月 25日  E区人力掘削開始。

1月 19日  B区遺構検出開始。          10月 2日  E区遺構検出開始。

1月 23日  C区遺構検出開始。          10月 3日  F区人力掘削開始。

2月 2日  A区遺構掘 り下げ開始。        10月 9日  E区遺構検出完了。E区遺構検

2月 9日  B・ C区遺構掘 り下げ開始。           出写真、平板測量開始。G・ I

2月 14日  A tt S B 1001掘 り下げ開始           区機械掘削開始。

2月 15日  B tt S B 1002掘 り下げ開始。      10月 11日  D区試掘調査、調査区設定。D

2月 19日 現地説明会開催。                区機械掘削開始。

2月 22日  空中撮影。              10月 15日  E区平板浪1量終了。D区機械掘

2月 26日  B区だめ押し堀り開始。             削終了。
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10月 16日  E区遺構掘 り下げ開始。             EoF・ I区だめ押し堀 り開始。

10月 22日  I区人力掘削、遺構検出開始。     11月 22日  G区遺構掘 り下げ、平板測量開

10月 24日  F区遺構検出開始。               始。

10月 25日 H区機械掘削開始。          11月 26日  H区平板測量開始。D区人力掘

10月 29日  E・ I区遺構掘 り下げ開始。           削開始。

10月 30日  G区人力掘削開始。          11月 27日  D区遺構検出開始。

11月 1日  F区平板測量、遺構掘 り下げ開    12月 3日  H区遺構掘 り下げ開始。

始。G区遺構検出開始。        12月 13日  空中撮影。

11月 15日 空中撮影。              12月 14日  D・ G・ H区だめ押し堀り開始。

11月 19日  H区人力掘削、遺構検出開始。     12月 21日  2次調査終了。
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H 遺跡の立地と環境

1 地理的環境

四国の東側に位置する徳島県は、山地が大部分を占めている。平地は吉野川を中心として

形成されているが、段丘・扇状地などの部分を合んで平野の部分は約2割 を占めるにすぎな

い。中央構造線 と呼ばれる大断層に沿う吉野川下流域平野をはさんで北側に阿讃山脈が連ら

なり南部には北より順に四国山地・剣山地・海部山地がそれぞれ東西方向に並定 しており、

いずれの山地 も西に高 く東に低 くなる傾向をもっている。また四国最大の河川吉野川は、池

田でその流路を直角に転 じて徳島市河日まで直線状に流れ紀伊水道にといでいる。その流域

である阿讃山脈南側には扇状地が発達し、南岸には段丘地形がみられる。

日吉谷遺跡は吉野)II左岸ほぼ中央、阿波郡阿波町字日吉谷に位置する。阿波町の地形は山

地 と平地がほぼ半々に分布 している。北部は阿讃山脈が東西に連なり、この山脈を曽江谷サII・

日開谷

'IIが

山脈を北から南に横断 して吉野ナIIに注 ぐ先行性河谷をなし、阿讃山脈南麓の中位

砂礫台地に多くの扇状地を形成 している。この高位斜面台地状には多 くの遺跡が知られてい

る。本遺跡は長峰台地 といわたる南北幅 1～ 2 km、 海抜50～ 150mの 緩やかな中位河岸段丘

上、標高60mの丘隆先端部に位置する。

地質は白亜系和泉層群 (内帯)か らなる阿讃山脈と吉野川 との間にあって、第四系の種種

の地層からなる平地 との二つからできている。また中央構造線の南側には三波ナII変成帯 (外

帯)があり、切戸・岩津では外帯の三波川結晶片岩類が露出している。

2 歴史的環境

本遺跡が所在する阿波町は旧石器～古墳時代にかけての遺跡が数多く分布 している(D。 (第

4図 )

旧石器時代の遺物は、吉野川北岸中流域の阿波町から上板町に形成された扇状地には数多

く認められる6阿波町内で確認されている旧石器関係遺跡は初ヶ窪・天王坂 。医王寺・赤坂

東・桜ノ岡 。名東岡 。東長峰遺跡など10地点を数える。 しかし、そのほとんどの地点が、表

採資料にとどまっている。 しかし、今回四国縦貫自動車道に伴う発掘調査が行われ赤坂遺跡

(I)、 桜ノ岡遺柳 (I)。 (III)121の 調査が行われた。その結果、多数の資料の増加が認められ

た。 しかし、層位的に安定した遺跡は少なく、今後の資料の増加が期待される。

縄文時代の遺物は、阿波町内では殆ど確認されておらず、表採資料 として石鏃が認められ

るのみである。
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弥生時代にはいると、曽江谷
'II左

岸、段丘先端上に弥生時代中期中様～後期初頭に当たる、

西長峰追跡。k赤坂遺跡 (I)。 (III)、 桜ノ岡遺跡 (I)。 (III)律
)が確認されている。また、F久

勝町史』に銅鐸の出上が知られているが、出土地点等は明らかではない。

古墳時代には、阿波町内で現在確認されている古墳は、北岡西 。東古墳、西林古墳、長峰

古墳、桜ノ岡古墳、工広古墳、八つ塚古墳の七ヶ所で、伝承や地名から推定される物が数カ

所ある。いずれも古墳時代後期の六世紀～七世紀前半に造営されたと推定される小規模な横

穴式石室の円墳である。

石室の構造は、正広古墳は「忌部山型石室」の構造を呈 し、北岡東・西古墳は「段の塚穴

型石室」の構造を示 している。本地域は「忌部山型石室」と「段の塚穴型石室」の石室構造

_毛海拶箸衛講再再叢豆羅が 全́＼J陵1腺

jⅢ博

1翔ヶ窪遺跡 2天王坂遺跡 3医王寺遺跡 4赤坂東遺跡 5桜ノ岡遺跡

6名東岡遺跡 7西長峰遺跡 8中長峰遺跡 9東長峰遺跡 10日 吉谷遺跡

H赤坂遺跡(I)12赤坂遺跡(11)13赤坂遺跡(III)14桜ノ岡遺跡(1)15桜ノ岡遺跡 (111)

16桜ノ岡古墳 17長峰古墳 18正広古墳 19北岡西古墳 20北岡東古墳

第 4図 周辺の遺跡分布図
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の異なる両グループが共存 しており、両グループの政治・文化の接点に当たる物として注目

される(5)。

古代においては、窯跡が 2基確認されている。西ノ岡の須恵器窯は、奈良時代から平安時

代前期にかけての窯跡 と考えられている。周囲には須恵器片が散在 している。西原の瓦窯は、

登 り窯が数基あったといわれ、付近から瓦の破片も多数出土している。時期は白鳳～平安期

に当たるといわれている。どちらの窯跡 も現地形をとどめておらず、所在地は不明である。

中世には、文献資料により伊沢庄 。東拝師庄・西拝師庄の各荘園の存在が知られている。

しかし所在地については不明である。

また久千田城跡、西野ナII城跡、実宗城跡、柴生城跡、川久保城跡、西林城跡等文献には古

城跡が報告されているがそれを実証する資料は現在まで確認されていない。

注

(1)菅原康夫『日本の古代遺跡37 徳島』 保育社 1988

9)働徳島県埋蔵文化財センター  『徳島県埋蔵文化財センター vol.2』  1991

0)徳島県教育委員会『西長峰遺掛現地説明会資料』 1990

(4)前掲注(2)

(0 前掲注(1)

参考文献

曽父江勝孝・野崎利夫  「第一編 自然」F阿波町史』 阿波町史編纂委員会 1979

岡  泰  『阿讃峠みち 地理・歴史編』 1985

香ナII県・徳島県  「国土調査 腸町」F阿讃山地開発地域 土地分類基本調査』 1977
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Ⅲ 調査成果

1 基本層序

本遺跡は長峰面と呼ばれる開析作用の進んだ段丘面中央部の先端近 くに位置している。本

遺跡の土層断面の観察と記録は基本的には調査区の南北の二壁において行われている。上層

図の整理は南北二壁を中心に行い、土層断面模式図を作成 した。 (第 5図 )

本遺跡の現地表面はかなり起伏が認められ、標高62.36～ 59.18mを 測る。現表上の高さを

比べると最 も高いE調査区の南端で62.36m、 最 も低いH調査区の南端で59,18mを 測 りその

比高差は3.18mを測る。調査区は西側から東側に向けて緩やかに傾斜 している。各調査区の

遺構面は現地表から浅いところで0.2mを 測 り、深いところで1.16mを測る。調査以前は全調

査区とも水田 。畑作に利用されていた。

A調査区は本遺跡の中でE調査区と並び現地表の標高が高い調査区である。この調査区は

弥生時代の遺構面 と、旧石器時代の包合層が存在 し、 1層 (耕作土)、 2層 (床土)、 3層 (攪

乱層)、 4～ 6層 (十日耕作土)、 7層 (包合層)の下から弥生時代の遺構面を検出した。 1～ 2

層は比較的水はけの良い砂質土で、酸化鉄・マンガンが全体に薄 く堆積 している。その下は

旧耕作土を整地する際に出来た 3層が堆積 している。 4～ 6層の堆積層は水はけの良い砂質

土に酸化鉄 。マンガンが全体に薄 く堆積 している。 7層 は弥生時代～中世にわたる包合層で

ある。②の土層模式図には旧石器包合層にあたる9～ 10層 の堆積が認められ、この地点を中

心に半径 5mの範囲で観察された。出土遺物は旧石器時代、弥生時代～中世にわたっている。

B・ C調査区は、基本的にはA調査区と同じ状況を呈 して、 1層 (耕作土)。 2層 (床土)・

3層 (攪乱層)・ 7層 (遺物包合層)。 8層 (地山)である。 3層 は耕地整理のために施され

たものであろう。出土遺物は、弥生時代～中世まで出土している。

D調査区はBoC調査区で見られた 3層がなくなり、 1、 12層 (耕作土)。 13層 (包合層)・

8層 (地山)の順番で堆積する。13層 は 7層 と対応 し、遺物は弥生時代～中世まで出土 して

いる。

E調査区は現調査区の中でもっとも標高が高 く、標高62.36mを 測る。堆積状況は 1・ 12層

(耕作土)。 2層 (床土)・ 4～ 5層 (旧耕作土)・ 14層 (包合層)。 8層 (地山)である。 2、

4、 5層 は酸化鉄・マンガンが全体的に薄 く堆積 している。14層 は 7層 と対応関係にあり、

弥生時代～中世まで出上 している。

F調査区の③は前述までの基本土層と同じ1、 12層 (耕作土)。 2層 (床土)。 14層 (包合

層)・ 8層 (地 山)である。③は耕作土整地のための15層 (盛土)が上層に認められる。基本



的な土層序に変化は認められない。包合層出土遺物は、弥生時代～中世にわたる。

G調査区の基本的な土層堆積は 1層 (耕作上)。 4層 (旧耕作土)。 14層 (包合層)・ 8層 (地

山)の順番に堆積 している。③で見られた15層 は認められない。出上遺物は弥生時代～中世

にわたる。

H調査区は 1層 (耕作土)。 2層 (床土)・ 16層 (包合層)。 8層 (地山)の順に堆積 してい

る。16層 は 7層 と対応 し、出土遺物は弥生時代～中世が出上 している。

I調査区は 1、 12層 (耕作土)・ 2層 (床土)。 15層 (盛土)・ 5層 (旧耕作土)・ 14層 (包

合層)・ 8層 (地山)の順番に堆積 している。15層 は耕地整理の為になされた物であろう。出

土遺物は、縄文時代、弥生時代～中世にわたっている。

本遺跡は以上の上層堆積状況を示 している。基本的には耕作土。床土・1日耕作土。包合層・

地山という状況である。上層は地区により後世の攪乱を所々で受けている。しかし、包合層

は全調査区に安定 して認められ、前述 した堆積状況が全調査区にわたって見られる。

2 遺構 と遺物

本遺跡は調査区をA～ I調査区に分け、4080m2の 調査を行った。旧石器時代の遺物は総点

数377点 を数える。主な遺物は、ナイフ形石器、スクレイパー、楔形石器、翼状刹片、手1片、

石核等である。ナイフ形石器は形態的には国府型ナイフ形石器を主体として占め、瀬戸内技

法を黒1片手J離技術基盤に持ち、いわゆる国府石器群である。旧石器時代遺物の垂直面 。層位

面からみた出土状況は、原位置を遊離 しておらず、一つのプロックを形成 している。遺物は

弥生時代包合層からも出上 し、ブロック出土遺物との接合資料 も認めら紀、これよリブロッ

クは広範囲に広がる可能性 も考えられる。

縄文時代は I調査区より柱穴 1が検出されている。遺物は原下層式に当たると思われる。

弥生時代は調査区の北側を中心とし、遺構・遺物の出上が認められる。竪穴住居跡 3、 掘

立柱建物跡33、 土坑114、 溝 4、 不明遺構15が検出されている。これらの遺構は出土遺物から

弥生時代中期中様 (第 Ⅱ～Ⅲ様式)に位置づけられる。弥生土器は櫛描直線文や日縁端部に

凹線文が認められる。

古墳時代から古代にかけての遺構 。遺物はA区より竪穴住居跡 1、 土坑 9が調査区の西側

を中心に出土 している。出土遺物から7世紀初頭～ 9世紀代に位置づけられる。

中世には掘立柱建物跡 7、 土坑38、 不明遺構 3が検出される。中世は調査区の南側に遺構、

遺物が集中する傾向が認められる。これらの遺構は出土遺物より13～ 15世紀に位置づけられ

る。

以上、本章では各調査区で検出された遺構を時期ごとに報告する。
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第 5図 基本土層柱状図
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(1)旧石器時代

1ま じめ
`こ

日吉谷遺跡出上の石器は総点数で377点 の遺物が出上 した。石材は圧倒的にサヌカイ トを使

用 している。主要な遺物はナイフ形石器25点、スクレイパー 5点、楔形石器 2点、翼状手1片

石核 4点、翼状剖片■点、子1片 115点等である。出上 した石器は全て瀬戸内技法を技術基盤 と

し、素材には全て翼状祟U片 を用いている。ナイフ形石器は細身の形態を示す物が多く、一側

縁に調整加工を施 した国府型ナイフ形石器である。石材はサヌカイトを使用 しているが、チ

ャー トを石材として使用したナイフ形石器が 1点認められる。日吉谷遺跡の石器群の石器組

成は、素材には全て翼状祟1片 を用い、国府型ナイフ形石器を主体 としている。また、角錐状

石器とは供伴 しておらず、単純な石器組成を示 していることから、瀬戸内技法の屋行期 とさ

れる、AT降灰前後の時期に位置づけられると思われる。

旧石器時代の遺物の出土状況は、A調査区E9グ リッドを中心に半径 5mの範囲内に集中

的に出上 した。第 6図 は旧石器が集中的に出土 した地点の上層堆積状況である。全調査区の

基本的層序は前述 しているため、ここでは表土 (耕作土)及び遺物包合層 (弥生時代)は省

略し、弥生時代の遺構面から提示 しておく。 1層 は土層柱状図の 9層 と、 2層 は10層 と対応

関係にある。 1・ 2層 はA調査区の窪地状の部分にのみスポット的に堆積 しており、他の調

査区においては安定 した堆積は確認することはできなかった。

第 7図 は旧石器時代の遺物を器種別に平面分布及び垂直分布を表 した図面である。日吉谷

遺跡出上の石器は、原位置を遊離 しておらず、遺物はE9グ リッドの半径 2mの範囲内で集

中的に出上 し、一つのプロックを形成 している。しかし、同じE9グ リッドの弥生時代包合

層より出土のナイフ形石器がブロック出上のナイフ形石器と接合 しており、ブロックは更に

広がる可能性 も考えられる。垂直分布では 1・ 2層 より出上が認めら紀るが、その密度は 1

層で顕著に認められ、西側は 2層 にのみ出上が確認できる。地形は西側から東側に向かって

緩やかに傾斜 している。次に個々の石器について、便宜上ブロック出土遺物と遺物包合層出

土遺物に分け器種ごとに説明を行う。

プロック出土遺物

①ナイフ形石器 (第 8図 )

ナイフ形石器は13点確認されており、 5点を図化した。接合した資料にはブロック出上の

4～ 6と 包合層出±30～ 32がある。石材 として圧倒的にサヌカイ トを用いているが、 1点の
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みチャー ト製の国府型ナイフ形石器の先端部が出土 している。 日吉谷遺跡出上のナイフ形石

器はすべて一側縁加工で、打点側の側縁部を腹面側から調整加工を施 している。形態的には

細身の国府型ナイフ形石器がその主体を占め、瀬戸内技法 を崇1片千1離技術基盤に持ち、素材

には全て翼状祟1片 が用いられる。 日吉谷遺跡の石器群は国府型ナイフ形石器を主体 とした、

いわゆる国府石器群である。以下、個々のナイフ形石器について観察を述べていきたい。

1は背面はポジティブな底面 とネガティブな 2枚の刹離面、腹面はポジティブな子1離面 1

枚で形成される。打面部は素材である手1片の一側縁に調整加工 を施 し、背部を形成 している。

背部の上半部は腹面側 より調整加工が施される。下半部は背面側 より調整加工が認められる

が、翼状黒J片 を最↓ぎ取 る時の打面調整 と思われる。形態は幅広で、三角形状を呈 している。

2は ナイフ形石器上半部である。背面がポジティブな底面 とネガティブな 2枚の刹離面で

構成される。腹面はポジティブな黒1離面を持つ。背面は素材 となる黒1片の打面部の一側縁に

腹面側 より調整加工が施 される。

3の 背面はポジティブな底面 と打点を移動 して手1離 した 2枚のネガティブな象1離面で構成

されている。腹面はポジティブな黒1離面を持つ。調整加工は腹面側 より、打面部側側縁部お

よび基部の刃縁部側の一部に施 されている。

4は接合資料である。ナイフ形石器の製作途上に折損 したものと思わ絶る。一側縁加工の

細身の国府型ナイフ形石器である。背面はポジティブな底面 と2枚のネガティブな子1離面で

構成され、腹面にはポジティブな 1枚の楽1離面で構成される。打面部側の側縁に腹面側 より

調整加工を施 している。

5は接合資料 4の上半部である。背面はポジティブな底面 と2枚のネガティブな黒1離面で

構成される。腹面はポジティブな刹離面 1枚を持つ。素材 となる黒1片の打面部の一側縁に腹

面側 より調整加工 を施 している。先端部は丸みを帯び、折損面は背面側 より調整加工が施 さ

れ器体を整えている。

6は接合資料 4の下半部である。背面はポジティブな底面 と複数のネガティブな黒1離面に

より構成される。腹面はポジティブな手け離面 1枚である。素材 となる乗1片 の打面部側一側縁

に腹面側 より調整加工を施 している。打面部は上下両端 2ヵ 所に大 まかな黒1離痕が施 されて

いる。下端部の調整祟J離は翼状祟1片系1離工程上生 じた打面部である。上端部の剰離痕は折損

後に残った手J片 に何 らかの目的をもって施 された調整加工であろう。

②スクレイパー (第 9図 )

ブロックからはナイフ形石器以外の石器 として、スクレイパーが 2点 出土 している。 2点

とも石核を素材 としている。石材はサヌカイ トである。以下遺物の説明を行 う。
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1淡黄色25Y8/4砂質土(旧石器包含層)

2浅黄色25Y7/4砂賀±0日石器包含層)

3にしSミい責橙色10YR6/4砂 質土(床土)

4に vSく い黄橙色10YR6/3砂 質土(攪乱)

5に wきくい黄褐色10YR5/3砂 質土
6に vSヽ い黄褐色10YR5/4砂 質土

7浅黄色25Y7/4砂質土
8にしSヽ い黄橙色10YR6/4砂 質土
9浅黄色25Y7/4砂質土
10浅黄色25Y7/4砂質土(無遺物層)

11明黄褐色25Y7/6粘質土(無遺物層)

第 6図 旧石器土層断面図
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7は石核転用のス

クレイパーである。

背面は複数のネガテ

ィブな劉離面、腹面

はポジティブな黒1離

面 1枚で構成され、

一部自然面が残存 し

ている。素材には翼

状黒1片石核 を半割 し

て器体を整え、折断

面に急斜度で粗雑な

調整加工を施 し、刃

部を作出している。

8は背面はネガテ

ィブな複数の劉離面、

腹面はポジティブな

剖離面 1枚で構成さ

れている。 7と 同様

に素材 として翼状鋼

片石核を用い、左側

縁辺部 と下縁辺部に

急斜度で粗雑な調整

加工 を施 し、器体を

0                 5cm

第 9図 スクレイパー

整え、素材の縁辺部に刃部を作出している。

①剣片 (第 10。 11図 )

粂1片 は総点数88点、そのうち図化 したのは19点である。石材は全てサヌカイ トである。崇1

片類はほとんど瀬戸内技法関連資料である翼状手J片 (9～ 11・ 13～ 16)で 占められる。その

他の手け片には横長祟1片 。打面調整剖片 (12・ 17～ 27)がある。以下、個々の手」片について観

察を行う。

9は翼状剖片である。背面はネガティブ、腹面はポジティブな 1枚の素1離面で構成される。

打面部には石核の打面調整痕がみられる。

―-24-―



10は 背面は底面のポジティブな手J離面 1枚 とネガティブな複数の打面調整痕の黒1離面を持

ち、一部自然面が残存 している。腹面はポジティブな黒1離面 1枚で構成される。打面部には

打面調整のネガティブな手1離面がみられる。

11は背面側は底面に当たるポジティブな剖離面とネガティブな複数の剥離面、腹面側はポ

ジティブな手1離面 1枚で構成される。打面部は背腹両面から打面調整が行われている。

12は背面側は底面のポジティブな崇1離面 1枚 と複数のネガティブな手1離面から構成される。

腹面側はポジティブな黒1離面 1枚で構成される。打面部には打面調整痕がみられる。

13は背面側はポジティブな手1離面の底面 とネがティブな刹離面各 1枚、腹面側はポジティ

ブな手1離面 1枚で構成される。打面部には打面調整痕がみられる。

14は背面はポジティブな手1離面とネガティブな複数の手J離面、腹面はポジティブな手1離面

1枚から構成されている。打面部には打面調整痕がみられ、手1片の縁辺部には一部腹面側か

らの調整加工がみられる。

15は背面は底面に当たるポジティブな手1離面とネガティブな刹離面の 2枚、腹面はポジテ

ィブな手ば離面 1枚で構成されている。打面部には打面調整痕がみられる。

16は背面はネガティブな手1離面、腹面はポジティブな剥離面各 1枚で構成される。打面部

には背面からの打面調整痕がみられる。

17は背面はネガティブな複数の剖離面、腹面はポジティブとネガティブな 2枚の手1離面で

構成される。手1離の状況より石核の打面調整争1片 と思われる。

18は 17と 同様、石核調整のための刹片と思わ絶る。背面に複数のネガティブな象1離面、腹

面はポジティブな手1離面で構成される。

19は背面はネガティブな複数の手J離面を形成 し、腹面はポジティブな祟1離面で構成されて

いる。打面部には背面より打面調整痕がみられる。上部 (基部)を欠損 している。

20は背面は底面のポジティブな手1離面と複数のネガティブな系1離面を持ち、腹面はポジテ

ィブな剖離面 1枚で構成される。打面部は腹面より打面調整痕がみられる。

21は背面側は底面のポジティブな刹離面 と、ネガティブな祟1離面各 1枚を持ち、腹面側は

ポジティブな祟1離面 1枚で構成される。打面部には打面調整痕がみられる。

22は背面側 と腹面側にポジティブな黒1離面を各 1枚ずつ構成 している。打面部にはネガテ

ィブな打面調整痕がみられる。

23は背面側はネガティブな複数の剥離面を持ち、一部自然面を残 している。腹面側はポジ

ティブな手1離面で構成される。打面部には石核の打面調整痕がみられる。

24は背面側は底面のポジティブな黒1離面 とネガティブな手1離面を各 1枚持ち、腹面側はポ

ジティブな崇1離面で構成される。打面部は背面側よリネガティブな打面調整痕がみられる。

25は背面側はポジティブな手1離面とネガティブな複数の手1離面を持ち、腹面側はポジティ

ーー25-



13

ヤ

14

声

15

苺

一

ハ

例
瓢
朝
絨

一

働
鄭

Ⅶ

即

｛一一一〕〕〕））‐６　　　　　　　５Ｃｍ

隠牌ν
Ю

‐ ２

ｍ
納
脚
瑚

片

一

制
　
２６一

図側第



酔θ呼
第 11図 創 片 (2)

―-27-―

20

ハ

-観―難期
ハ    22

怪-8□
つ

_m_超 血
ぬ    %

な 一ゐ
27

を

枠
~下 ~¬ ~~「 ~下 ~増

m

６

Ｖ



ブな祟1離面で構成される。打面部には打面調整痕がみられる。

26は背面側はネガティブな祟U離面を、腹面側はポジティブな手U離面 1枚で構成される。

27は背面側はネガティブな複数の制離面を持ち、腹面側はポジティブな素1離面とネガティ

ブな手U離面で構成される。

④石核 (第 12図 )

石核は計 2点出上している。材質は全てサヌカイトである。ここにあげる石核はいわゆる

瀬戸内技法を技術基盤にした翼状剖片石核である。以下遺物の説明を行う。

28は背面側はネガティブな複数の子1離面を持ち、腹面側はポジティブな手1離面とネガティ

ブな制離面で構成される。石核の背面側縁辺部には瀬戸内技法第 2行程に当たる打面調整痕

がみられる。石核

は片面にのみ打面

調整痕 を持ち、一

定形状の目的手1片

を手U取 したもので

あろう。打面転移

は認められない。

29は下縁部を欠

損 している盤状刹

片の最終段階と考

えられる。背面側

はネガティブな幸1

離面を持ち、腹面

側はポジティブな

手1離面で構成され

る。石核の背面側

縁辺部には瀬戸内

技法第 2行程に当

たる打面調整痕が

みられる。腹面側

上縁部には何 らか

の目的を意図 した 第12図 石 核

―-28-―
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争J離痕が認められる。

包含層出土遺物

③ナイフ形石器 (第 13・ 14図 )

ナイフ形石器は、包合層中より11点出土 し、そのうち 9点 を図化 した。ナイフ形石器は全

て翼状象1片 を素材として、手J片 の一側縁に調整加工を施 した国府型ナイフ形石器である。形

態的には小形で細身の傾向を示す。石材はほとんどがサヌカイトを用いているが、中にはチ

ャー ト製の国府型ナイフ形石器 (39)が 1点出上 している。30～32は接合資料であるが、ブ

ロック出上の接合資料のように折損後の調整加工は施されていない。接合資料の31は包合層

から出上、32はブロックから出土 しており、調査時において、プロックは 1基 しか確認され

なかったが、複数のブロック、あるいはプロックがさらに広がっていた可能性が考えられる。

以下、個々のナイフ形石器について述べていく。

30は接合資料である。折損面には調整加工はみられないことから、意図的な折断ではなく

ナイフ形石器製作途中で折損 した物と思われる。先端部は欠損している。背面は底面のポジ

ティブな手1離面とネガティブな手J離面の 2枚、腹面はポジティブな手1離面 1枚で構成される。

調整加工は素材 となる黒1片の打面側の一側縁を腹面側 より施 している。形態は細身である。

31は30の上半部である。背面はポジティブな手1離面の底面およびネガティブな手1離面の 2

枚、腹面はポジティブな手U離面 1枚で構成される。素材 となる刹片の打面部側の一側縁に調

整加工が施される。折損面には調整加工は認められない。下半部は製作途中に折損 した物で

ある。

32は30の下半部である。背面は底面であるポジティブな刹離面 1枚 と腹面のポジティブな

劉離面で構成される。腹面側より素材であるfll片の打面部側の一側縁に調整加工が施される。

基部は背面側からも調整加工が施さ紀る。

33は背面はポジティブな争1離面の底面とネガティブな剥離面で構成される。腹面はポジテ

ィブな手U離面 1枚である。素材と成る制片の一側縁に腹面側 より調整加工を施す。

34は背面は底面であるポジティブな制離面とネガティブな手J離面の 2枚、腹面はポジティ

ブな剖離面 1枚で構成されている。素材 と成る劉片の一側縁に背腹両面から調整加工が施さ

れている。先端部と下半部は欠損 している。

35は大型で細身のナイフ形石器である。小形のナイフ形石器が多数を占める本石器群の中

で異質である。先端部と基部は欠損 している。背面はポジティブな素J離面の底面とネガティ

ブな手1離面 2枚で、腹面はポジティブな手1離面 1枚で構成される。素材となる手1片 の打点側

―-29-
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第13図  ナイフ形石器  (1)
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0                 5cm

第14図 ナイフ形石器 (2)

の一側縁に腹面側 より急斜度な調整加工を施 し、鋸歯状を呈 している。このナイフ形石器に

対応する石核は出上 しておらず、サヌカイ ト原産地周辺からの搬入であろう。

36は ファース トフレーク素材 と思われるナイフ形石器である。背面は底面のポジティブな

手1離面とネガティブな手1離面の 2枚で構成されている。腹面はポジティブな手1離面 1枚で構

成される。素材となる手1片の打面部側の一側縁を腹面側より調整加工が施される。一部自然

面が残存 している。

37は背面をポジティブな剥離面の底面とネガティブな 2枚の手J離面、腹面はポジティブな

素J離面 1枚で構成される。素材となる黒1片 の打面部側の一側縁に背面側より調整加工を施 し

ている。器体下半部は欠損 している。

38は背面はポジティブな祟1離面の底面とネガティブな崇1離面、腹面はポジティブな手1離面

で構成されている。素材 となる劉片の打面部側の一側縁に腹面側 より調整加工が施される。

下半部を欠損 している。

39はチャー ト製の国府型ナイフ形石器の先端部である。背面は底面に当たると思われるポ

ジティブな祟1離面 とネガティブな祭↓離面を形成する。腹面側にはポジティブな手1離面 1枚を

持っている。打面部には素材である手1片の一側縁に腹面側 より調整加工を施 している。

①スクレイパー (第 15図 )

包合層出土遺物の中でスクレイパーとみなしたものは 3点 (40。 41・ 42)である。石材は

すべてサヌカイ トである。スクレイパーには素材 として石核を転用したものと禁1片 を使用し

たものがある。以下、個々の石器について述べて行 く。

40は翼状手1片石核転用のスクレイパーである。背面は自然面とネガティブな複数の手J離面、

腹面はポジティブな刹離面とネガティブな手げ離面で構成される。背面部には石核の打面調整

の複数のネガティブな刹離面がみられる。素材となる翼状手け片石核を半割 して器形を整え、
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打面部側の縁辺に腹面側より急斜度の調整加工を施 し、刃部を作出している。

41は石核の打面調整手1片 を素材として用いている。背面は自然面、腹面はポジティブな刹

離面とネガティブな祟J離面で構成されている。素材と成る手1片 を折断して器形を整え、刃部

は背面と腹面の両側から急斜度の調整加工により作出している。

42は背面にネガティブな手J離面、腹面はポジティブな手1離面で構成 している。崇1片縁辺部

に背面および腹面側から調整加工を施 し、刃部を作出している。

①楔形石器 (第 16図 )

楔形石器は 2点 (43・ 44)出土している。 2点 とも石材はサヌカイ トであり、風化が著 し

い。以下イ回々 の石器について説明を行う。

43は素材として横長手け片を用いている。背面は複数のネガティブな手け離面、腹面はポジテ

ィブな手1離面 1枚で構成される。右側縁辺部と下縁辺部に背面と腹面の両面から急斜度の調

妙

0                 5cm

第 15図  スクレイパー
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整加工を施 し刃部を作出している。

44は横長手1片 を素材 として用いる。背面は複数のネガティブな祭1離面、腹面はポジティブ

な劉離面で構成される。手1片の下縁辺部に背面と腹面の両面から急斜度の調整加工を施 し刃

部を作出している。

①剃片 (第 17・ 18図 )

包合層出上の手1片 は総数で37点出上 し、そのうち実測を行ったのは12点である。素1片 は瀬

戸内技法関連資料の翼状手1片 (45～ 49)と 横長手1片 (50～ 54)と縦長票1片 (55)である。石

材は全てサヌカイ トを使用している。以下遺物の説明を行う。

45は翼状手1片 である。背面は底面のポジティブな票1離面 と複数のネガティブな打面調整痕

の子1離面を持ち、腹面はポジティブな剰離面を構成している。打面部には打面調整痕がみら

0                 5cm

第 16図 楔形石器
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第17図  剣片 (1)

才とる。

46は背面は複数のネガティブな手1離面、腹面はポジティブな手J離面 1枚で構成される。打

面部には打面調整痕がみられる。

47は背面は底面のポジティブな手げ離面 とネガティブな複数の手1離面を持ち、腹面はポジテ

ィブな手J離面 1枚で構成される。打面部には打面調整痕がみられる。
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第 18図  劉片 (2)

48は背面は底面に当たるポジティブな手げ離面 とネガティブな手1離面、腹面はポジティブな

劉離面 1枚で構成される。打面部には打面調整痕がみられる。

49は背面は底面のポジティブな刹離面 とネガティブな手1離面、腹面はポジティブな剥離面

で構成される。打面部は腹面側 よリネガティブな打面調整痕がみとめられる。

50は石核の打面調整子1片 と思わたる。背面は自然面が残存 している。腹面はポジティブな

刹離面 とネガティブな手1離面で構成されている。

51はかなり風化が甚だ しい。背面は複数のネガティブな禁J離面、腹面はポジティブな刹離

面 とネガティブな複数の禁1離面で構成される。石核の打面調整手1片 と思われる。

52は背面はネガティブな手1離面、腹面はポジティブな刹離面で構成されている。調整剥片

と思われる。
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第19図 石核

53は石核の打面調整刹片と思われる。背面はネガティブな手1離面と一部自然面が残存 し、

腹面はポジティブな刹離面で構成されている。

54は背面はポジティブな手1離面とネガティブな手J離面、腹面はポジティブな手1離面で構成

されている。

55は背面はネガティブな複数の刹離面 と一部自然面を残存 している。腹面はポジティブな

刹離面で構成されている。腹面の左縁辺部には背面側より急斜度の調整加工を持つ。鋼片は

形状、手J離の状況より石核の打面調整刹片と思われる。

56は打面調整手1片 と思われる。背面は底面に当たるポジティブな剖離面とネガティブな剖

離面、腹面はポジティブな手1離面とネガティブな手J離面で構成される。劉片の上縁部には自
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然面が残存している。

③石核 (第 19図 )

包合層より出上した石核は2点 (57・ 58)である。石核はいわゆる瀬戸内技法を技術基盤

とした、翼状劉片石核である。石材はサヌカイトである。以下、個々の遺物の観察を行う。

57は背面はポジティブな子1離面とネガティブな複数の制離面、腹面はポジティブな劉離面

とネガティブな4・ll離面で構成される。背面の左側縁辺部には打面調整痕がみら絶る。

58は背面は瀬戸内技法第 2行程に当たるネガティブな複数の打面調整痕、腹面はポジティ

ブな手1離面とネガティブな複数の制離面で構成される。上縁辺部には自然面が残存している。
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(2)縄文時代

は じめに

本遺跡では縄文時代晩期に位置づけられる遺物が 1点出上している。遺物は I調査区より

検出された遺構 より出土 した。 (第20図 )し かし、遺物が本当に遺構出上のものか、流れ込み

かは不明である。柱穴の状況もあわせて説明する。

柱穴

1798号柱穴 (S P1798)(第 21図 )

I調査区の南側T-19グ リッドに位置し、 S P 1799に切

にられた状況で検出された。平面プランは不整円形状を呈

し、規模は長軸29clll、 短軸26cm、 深さ1lcmを測る。断面は

U字状を呈する。埋上は 1層で、鈍い責褐色砂質上である。

遺物は埋土より出土 している。

島を電箕」曇街尾仁で猛 体
¶ ‖

59

0      5cm
部外面に爪形文を 1条配している。     ~

原下層式に位置する物と思われる。第22図 S P179硝上ヽ鋤実測図

包含層出土遺物

60はサヌカイ ト製の石匙で

ある。 (第23図 )横長崇1片 を素

材として用い、上部につまみ

の部分を作出している。刃部

を欠損 しており、全容は不明

であるが横型と思われる。

L=5970m

1に ,Sξ い黄褐色10YR5/4砂 質土

0            50cm
i

第21図  S P 1798実測図

0                 10cm

第23図 遣物包含層出土遺物実測図
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13)弥生時代

はじめに

縄文時代以後、日吉谷遺泌は弥生時代中期 (H～Ⅲ様式)の段階に再び遺構が検出される。

この時代の遺構は、調査区の北側部分を中心に全域に広がっている。 (第20図 )

当期の最低限度確認できる主な遺構をまとめると、竪穴住居跡 3・ 掘立柱建物跡33・ 土坑

114・ 溝 4・ 不明遺構15等が確認できた。 しかし、時期を確定できる遺構は、弥生 。古代 。中

世の遺構面を一活処理している事や、遺構自体からの出土遺物が少ないために、遺構検出密

度は高いにもかかわらず少ない。掘立柱建物跡については柱穴出土遺物の中に時期確定が不

明瞭な遺物 も合まれるが、掘立柱建物跡として設定 している。以下遺構・遺物の説明をおこ

なってゆく。

竪穴住居跡

2号竪穴住居 (S B 1002)(第 24図 )

B調査区M-13グ リット、調査区の北東側で検出され、 S K1035の西に位置する。平面プ

ランは長方形を呈する竪穴住居跡である。本住居跡は南北方向に長い長方形で長辺525cm、 短

辺315cln、 深さ 9 clnを 測 り、復元面積は16.96m2を 計る。主軸方位はN-21°一Eである。壁高

は検出面から約 8 clnを 測る。住居赫内の埋積土は 3層 に分層され、暗褐色砂質土 (砂礫を少

し合む),暗褐色砂質土 (砂礫 を多 く合む),黒褐色砂質土 (炭化物を合む)と なる。内部構

造は、北壁 より幅80clllの ベット状の高まりを持つ。

主柱穴と推定されるピットは 4基確認されている。柱穴は直径22～ 38cln、 深度は10cla前後 “

を数え、 4本主柱の構造が考えられる。各柱間距離はPl― P2が 280cln、 P2-P3が 130

clla、 P3-P4が 220cln、  P4-Plが 160clnを 測る。

床面中央部に位置する炉跡は、ファイヤーピットを持っている。平面プランは不整円形状

を呈し、規模は長軸84cln、 短車由66cla、 深さ24clnを 測る。炉内の堆積状況は、暗褐色砂質上、

にない責褐色砂質土、黒褐色砂質土の 3層 に分かれる。炭化物と焼土の広がりが炉跡中央都

分で認められる。また、南壁より北側20cm付近には長軸108clla、 短軸60clllに わたって炭化物の

広がりが検出さんた。北壁より南側10cln付近にはベット状遺構を切る形で土坑が検出された。

平面プランは楕円形を呈 し、規模は長軸76cm、 短訥 70cm、 深さ14cmを 測る。床面は船底型を

呈 し、緩やかに傾斜 している。遺構内埋積土は暗褐色砂質土である。土坑内からは直口童の

鎖部より上の部分が横倒 しの状態で検出された。土坑の性格は竪穴住居に伴う貯蔵穴と思わ

才とる。
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出土遺物 (第 25・ 26図 )

出土遺物は三形土器 6

点、甕形土器27点、弥生

土器細片414点、土師質土

器細片 2点、瓦質土器細

片 1点、紡錘車 1点、打

製石庖丁 1点、石鏃 2点、

楔形石器 4点、磨製石斧

状石製品 1点、祗石 1点、サヌカイ

ト片10点、結晶片岩片16点、チャー

ト片 1点、石英片 2点が出土 した。

遺物は細片が多 く図化可能な 9点 を

示 した。

61は壷形土器の顎部から体部中位

までの破片である。最大径 を体部中

位に持ち、体部は緩やかに内湾 しな

が ら頸部に向かって立ち上がってい

る。調整は体部外面上位にタテハケ

メで部分的に調整 し、体都中位にヨ

ヨヘラミガキがみられる。頸部内面

には指頭圧痕が認められ、体部はタ

谷

0                 5cm

0             5cm

第25図  S B 1002出土遺物実測図 (1)
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テハケメがみられる。62は直日壷の口縁部から頸部にかけての破片である。日縁端部は平坦

におさめ、頸部 より緩やかに外反 している。日縁端部には刻 目文がみられ、日縁部は内外面

ヨヨナデ、外面はタテハケメで調整する。63は壷形土器の底部である。底部は上げ底を呈 し

ている。これらの特徴 より中期中様の様相 を呈する物 と思われる。
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64～66はサヌカイ ト製の楔形石器

である。64は 台形状を呈 し、下端部

両面に調整加工を施 し刃部を作出 し

ている。65は両側縁に裁断面を持ち、

下端部両面に調整加工 を施 している。

66は長方形状を呈 し一方の側縁に裁

断面を配 し、下端部両面に調整加工

を施 している。

67は結晶片岩製の磨製石斧状石製

品である。薄い素材を用い、基都両

面に研磨を施すことにより刃部を作

出している。形状 より偏平片刃石斧

の破損品を再利用 しているものと思
第26図  S B 1002出上遺物実測図 12)

われる。

68は打製石包丁の破片である。石材は結晶片岩を用い

ている。端辺は欠損 しているため、全体の形状は不明で

ある。下端部の両面に調整加工を施 し刃部を作出 してい

る。

69は砂岩製の砥石である。両端を欠損 してお り全体の

形状は不明であるが、両面に研磨痕が認められる。

4号竪穴住居 (S B 1004)(第 27図 )

B調査区南側に位置 し、G-15グ リットから検出され

た。 S P269。 274が南壁の一部を切っている。全体の半

分を調査 したが、北半分は土地が取得できず、全体の規

模は不明である。残存値で長軸340cm、 短軸 115cm、 床面

までの深 さ14cmを 測る。床面はほぼ平坦である。住居跡

内の埋積土は、2層 に分層され、にない黄褐色砂質土 (炭

化物を合む )、 にぶい黄褐色砂質土 となる。ピットは遺構

内で 5基確認されている。このうち主柱穴は 2基 と思わ

れる。柱穴は直径24～ 28om、 深 さ20～ 32cmを 測る。主柱

穴 P2・ P3間 の柱間距離は177cmを 測る。遺物は埋土中

より弥生土器細片61点、土師器 4点、サヌカイ ト片 3点、

L=6010m

諦 朝 4
1によい黄褐色ЮYR413m土 (上器片、脚し物含む)

2によい黄褐色10YRV3砂質土

L=60 00m PI  L=60 00m P2   L=60 00m P3

0                   2m loYR51嶋土

第27図  S B 1004実測図



結晶片岩片 3点、石鏃 1点出上 してい

るが、遺物は細片のため実測可能遺物

はみられない。

5号竪穴住居 (S B 1005)(第 28図 )

E調査区北端微高地上 に位置 し、

MoN-10グ リットから検出された。

平面プランは長方形を呈する竪穴住居

跡である。本調査時に一部削平を受け

ている。規模は長軸450ctl、 短軸275cln、

深さ 8 cIIlを 測 り、復元面積は12.15m2で

ある。主軸の方位はN-7°一Sを 測

る。住居肋内埋積土は暗褐色砂質± 1

層である。周溝は南壁 と西壁で一部検

出された。南壁では側壁に沿ってコの

字状に中央付近にまでおよび、また、  1
北西の隅に一部と西壁中央部付近にL

字状に一部検出されている。規模は幅
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第28図  S B 1005実測図

15cln、 深さ 5 claを 測 り、断面はU字状を呈する。

炉跡は住居中央部やや北寄 りに長径28clllの大きさで焼上の広がりが確認されており、地床

炉であったと考えられる。

住居跡内出土の柱穴は19ヶ所確認されている。このうち主柱穴はP-1か らP-4は直径

17～ 24cm、 深度 8～ 16cIIlを 測る、4本主柱の構造と思わたる。各柱穴間距離はP-1か らP―

2が240c14、 P~2か らP-3が 150cln、 P-3か らP-4が 274clll, P~4か らP-1が 168

C41を 測る。また、北壁中央付近には直軸78cln、 短軸 56cmを 測る土坑が検出されている。土坑

内の埋積土は、少量の炭化物と土器片が混入しており、貯蔵穴的な性格を持つ物であろう。

床面からは北西壁付近から壺形土器が横倒 しの状態で、また床面中央付近で上器と炭化物が

集中的に出上 している。

出土遺物 (第29図 )

出土遺物は壷形土器 2点、甕形土器 4点、高杯形土器 3点、弥生土器細片171点、サヌカイ

ト片 4点、結晶片岩片 1点が出土 した。遺物は細片が多く実側可能な 6点 を図化 した。

70'71は三形土器の体部である。体部は算盤玉形に横にやや強 く張 り出し、体部中位に最

P3 ° ◎ ③
⑥
◎   値)ィン



0                          20cm

第29図  S B 1005出土遺物実測図

大径が くる。底部は平底である。70は体部外面上位にタテハケメ、中位にヨコヘラミガキ、

下位にタテヘラミガキで調整する。体部内面は上位に指頭圧痕の後、タテハケメ、中位から

底部にかけてイタナデを施 している。71は体部外面上位にタテハケメ、中位以下はタテヘラ

ミガキで調整する。体部内面上位は指頭圧痕、下位はタテハケメが顕著にみら絶る。72は甕

形土器である。日縁端部は方形におさめられ、やや上方に拡張さ絶る。日縁部は「く」の字

状に外反 している。体部外面はタテハケメ、日縁部は内外面ヨヨナデである。73・ 74は高杯

形土器である。73は 日縁端部方形におさめ、端部は両端がやや拡張される。体部は皿状を呈

し、日縁部外面に 2条の凹線文を施 している。体部外面はタテヘラミガキで調整される。74

は日縁端部が両端に拡張され、日縁部はやや内湾 して立ち上がる。体部は皿状を呈 し、日縁

部外面に 1条の凹線文を施 している。体部は内外面をタテヘラミガキで調整される。75は甕

形土器の底部である。底部は平底を呈 し、底部中央に穿孔が認められる。体部外面にタテヘ

ラミガキ、内面をタテヘラケズリで調整される。これらの特徴より中期中様から後様にかけ
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ての様相を呈する物 と思わたる。

掘立柱建物跡

1号建物跡 (S A 1001)(第 30図 )

A調査区 F・ E-9。 10グ リッドから検出され、調査区の中央寄りに位置する掘立柱建物

跡である。主軸はN―

3ば―Eで、梁聞 1間、

桁行 3間である。梁間

2.6m、 桁行7.8mを 測

る。柱穴はP-1か ら

P-8を確認 しており、

柱穴間距離 は梁聞2.6

m、 桁行2.3～ 2.7mを

測る。柱穴の平面プラ

ンは円形を呈 し、直径

20～ 50011を 測る。柱穴

深度は 6～ 28clllを 数え

る。出土遺物はピット

内埋土より弥生土器網

片が出上 している。

出土遺物 (第31図 )

出土遺物は甕形土器

1点、弥生土器細片 6

点が出土した。

76は甕形土器の底部

剛
76

0      5cm

―第31図 S Al側 1出土遺助輿測図
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第30図  S A 1001実測図
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である。底部はやや上

げ底を呈 している。体

部に向かいやや内湾 し

ながら立ち上lが る。

2号建物跡

(S A 1002)(第 32図 )

D調査区の東側 に位

置 し、K・ L-19。 20

グリッドから検出され

た掘立柱建物跡である。

主軸 はN-38°一Wで、

梁間 1間、桁行 2間で

あり、梁間2.7m、 桁行

3.4mを 測 る。柱穴 は

P-1か らP-6を 数

え、柱穴間距離は梁間

2.7m、 桁行1.5～ 1.8m

を測る。柱穴の平面プ

ランは円形を呈 し、直

径20～ 44cln、 深度は 4

～26cmを測る。出土遺

物は埋土より弥生土器

細片が出土 しているが、

実測可能遺物は認めら

れない。

3号建物跡

(S A 1003)(第 33図 )

D調査区 JoK-20

グ リッドから検出され

調査区の南端に位置す

る掘立柱建物跡である。

二襲埜塾韮望述j憧
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第32図  S A 1002実測図

第33図  S A 1003実測図
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南側部分は調査区外の

ため全様は不明である。

主軸 はN-3°一Eで、

梁間 1間、桁行 2間以

上 を数 える。梁 間1.8

m、桁行3.7m以上 を数

える。柱穴はP-1か

らP-5を 数え、柱穴

間距離は梁間1.8m、 桁

行1.8～ 1.9mを測 る。

柱穴の平面プランは円

形を呈 し、直径22～ 31

clla、 深度は 8～ 40cmを

測る。出土遺物は埋土

より弥生土器細片が出

上 しているが、細片の

ため実測可能遺物は認

められない。

E

II

Ｆ
＝
φ
∵
ω
ｏ
ヨ

P3  1

L=6130m

i辞
=f耳

爾 f

0            2m

第34図  S A 1004実測図

嗣
＝
Ｖ

4号建物跡 (S A 1004)(第 34図 )

E調査区の中央に位置 し、 L-10

グリッドから検出された掘立柱建物跡である。北

側 にはS B 1005が位置 している。主軸はN-28°一

Wで、梁間 1間、桁行 2間 を数える。梁間は2.1

m、 桁行は2.5mを 測る。柱穴はP-1か らP-6

を数 え、柱穴間距離 は梁 間1.8～ 2.lm、 桁行 1

～1.3mを測る。柱穴の平面プランは円形を呈 し、

直径22～ 63cm、 深度は 9～ 41cmを測る。出土遺物

は埋土 より弥生土驀細片、砥石が出上 している。

出土遺物 (第35図 )

出土遺物は弥生土器細片、 リタッチ ド・ フレイク、

77はサヌカイ ト製の リタッチ ド・フレイクである。

0                  5cm

第35図  S A 1004出土遺物実測図

祗石が出上 した。

横長粂1片 を素材 とし、下縁部に調整加
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工 を施 している。

78は祗石である。砂

岩の自然礫 を用い、礫

の表面中央部に研磨痕

が認められる。

5号建物跡

(S A 1005)(第 36図 )

E調査区 L・ M-7

グ リッドから検出され、

調査区の西側に位置す

る掘立柱建物跡である。

主軸はN-20°一Wで、

梁間 1間、桁行 2間を

数える。梁間1.7m、 桁

行3.7mを測る。柱穴は

P-1か らP-6を数

え、柱穴間距離は梁間

1.7m、 桁行1.6～ 2m

を測る。柱穴の平面プ

ランは円形を呈 し、直

径15～ 28cln、 深度は 6

～36clnを 測る。出土遺

物は埋土より弥生土器

細片が出上 している。

6号建物跡

(S A 1006)(第 37図 )

E調査区 J-10・ ■

グリッドから検出され

た掘立柱建物防である。

調査区の南端に位置す

る。南側部分は調査区外のため、

0            2m

第36図  S A 1005実測図

第37図  S A 1006実測図

全様は不明である。主軸はN-5°一Eで、梁間 1間、
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2間以上を数え、梁間

2.6m、 桁行2.5m以上

を測る。柱穴はP-1

からP-4以上を数え、

柱穴間距離は梁間2.6

m、 桁行2.5mを 測る。

平面プランは楕円形を

呈 し、柱穴 の直径 は

18～ 5 1 clll、 深 度 は

18～ 28clnを 測る。出土

遺物は弥生土器細片が

埋土より出土 している。

7号建物跡

(S A 1007)(第 38図 )

E調 査 区 M・ N―

9・ 10グ リッドから検

出され、調査区の北側

に位置する掘立柱建物

o            2m

第38図  S A 1007実測図

跡である。主軸はN-5°一Eで、梁間 1間、桁行 2間 を数える。梁間は2.6m、 桁行は3.8m

を測る。注穴はP-1か らP-6を 数え、柱穴間距離は梁間2.6m、 桁行1.7～ 1.9mを測る。

平面プランは楕円形を呈 し、柱穴の直径は19～ 50clla、 深度は 4～ 42clllを 測る。出土遺物は弥

生土器細片が埋土より出上 している。

8号建物跡 (S A 1008)(第 39図 )

E調査区の北端に位置 し、N・ 0-10・ 11グ リッドから検出された、掘立柱建物跡である。

北側部分は調査区外のため、全様は不明である。主軸はN-5°一Eで、梁間 1間、桁行 2間

以上を数え、梁間2.5m、 桁行3.3mを 測る。柱穴はP-1か らP-5ま でを数える。柱穴間

距離は梁間2.5m、 桁行1.6mを測る。平面プランは楕円形を呈 しており、柱穴の直径は32～ 90

clll、 深度は25～ 44cllaを 測る。出土遺物は弥生土器細片を埋土より出上している。

9号建物跡 (S A 1009)(第 40図 )

E調査区 J-10。 ■グリッドから検出され、調査区の南端に位置する掘立柱建物跡である。
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主軸はN-80°一Eで、梁間 1間、桁行 3間を数え、梁間2.lm、 桁行4.4mを 測る。柱穴はP―

1か らP-8を数え、

柱 穴 間 距 離 は梁 間

1.6～ 2.lm、 桁 行

1.2～ 1.8mを測る。平

面プランは円形を呈 し、

柱穴の直径は20～ 39clll、

深度は 9～ 39ctllを 測る。

出土遺物は弥生土器細

片を埋土より出上して

いる。

10号建物跡

(S A 10101(第 41図 )

E調査区L-8グ リ

ッドから検出され、調

査区の西側に位置する

L=6130m

S A 1009実測図

― 磁 一
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第40図



掘立柱建物跡である。主軸はN-88°一Eで、梁聞 1間、桁行 2間を数える。梁間2.5m、 桁行

3.9mを 測 る。柱穴 は

P-1か らP-5ま で

を数えるが、南西端の

柱穴は遺構面を掘削 し

てお り検出できなかっ

た。柱穴間距離は梁間

2.5m、 桁行1.8～2.lm

を測る。柱穴の平面プ

ランは総 じて円形を呈

してお り、柱穴の直径

は21～ 38clll、 深 度 は

10～ 20c14を 測る。出土

遺物は埋土より弥生土

器細片、石斧が出土 し

ているが、実測可能遺

物は認められない。

11号建物跡

(S A 1011)(第 42図 )

E調査区の北端に位

置 し、N-10・ 11グ リ

ッドから検出された掘

立柱建物跡である。主

軸はN-67°一Wで、梁

間 1間、桁行 3間以上

を数える。梁間2.2m、

桁行3.3m以上 を測 る

が、北側部分は調査区

外に位置 し、全様は不

明である。柱穴はP―

1か らP-7ま で数え

る。柱穴間距離は梁間

第41図  S A 1010実測図

第42図  S A 1011実測図
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2.2m、桁行0.9～ 1.4m

を測る。柱穴の平面プ

ランは円形を呈 し、直

径は17～ 32cln、 深度は

13～ 28clllを 測る。出土

遺物は埋土より弥生土

器細片が出土 している

が実測可能遺物は認め

られない。

12号建物跡

(S A 1012)(第 43図 )

E調査区 J-10・ 11

グリッドから検出され、

調査区の南端に位置す

る掘立柱建物肋である。

調査区の南側は調査区

外のため遺構の全様は

不 明 で あ る。主軸 は

N‐ 5° 一Wで、梁間 1

間、桁行 2間以上 を数

え、梁間1.6m、 桁行1.6

m以上 を測る。柱穴は

P-1か らP-4ま で

確認さ絶ている。柱穴

間距離は梁関1.6m、 桁

行1.6mを測る。柱穴の

平面プランは円形を呈

して、直径 19～ 30cln、

深度は19～ 25clnを 浪1る 。

出土遺物は埋土より弥

生土器細片が出上 して

いるが実測可能遺物は

ｒ
＝
い
｝
や
０
ヨ

o            2m

第43図  S A 1012実測図

第44図  S A 1013実測図
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認められない。

13号建物跡 (S A 1013)

(第44図 )

E調査区の北側 に位置

し、M・ N-9・ 10グ リ

ッドから検出された、掘

立柱建物跡である。主軸

はN-20°一Wで、梁間 1

間、桁行 2間 を数え、梁

間2.4m、 桁行4,7mを 測

る。柱 穴 は P-1か ら

P-6ま で確認され、柱

穴間距離は梁間2.3～ 2.4

m、 桁行1.9～ 2.7mを 測

る。柱穴の平面プランは

円形 と一部楕円形状 を呈

し、直径33～ 70cln、 深度 第45図  S A 1014実測図

は13～ 25clnを 測る。出土遺物は埋土より弥生土器細片が出土 しているが実測可能遺物は認め

られない。

14号建物跡 (S A 1014)(第 45図 )

E調査区 J・ K-10。 11グ リッドから検出され、調査区の南端に位置する掘立柱建物跡で

ある。南側部分は調査区外に当たり、全様は不明である。主軸はほぼ南北方向を示 し、梁間

1間、桁行 2間以上を数え、梁間2.6m、 桁行 3m以上を測る。柱穴はP-1か らP-4ま で

確認され、柱穴間距離は梁間2.6m、 桁行 3mを測る。柱穴の平面プランは円形を呈 してを

り、直径20～ 31cln、 深度は11～ 16clnを 測る。遺物は弥生土器細片が出上 しているが実測可能

遺物は認められない。

15号建物跡 (S A 1015)(第 46図 )

F調査区P・ Q-18グ リッドから検出され、調査区の中央に位置する掘立柱建物跡である。

主軸はN-1°一Wで、梁間 1間、桁行 4間を数えるが、やや不揃いである。柱穴はP-1か

らP-9ま で確認され、梁間3.3m、 桁行4.8mを測る。柱穴間距離は梁間3.3～ 2.9m、 桁行

uJOク 19=1

|
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1～ 1.6mを測る。柱穴

の平面プランは円形 を

呈 し、直径 17～ 43clll、

深度は 3～ 25clllを 測 る。

遺物は重形土器、甕形

土器、弥生土器細片が

出上 したが、実測可能

遺物は認めら絶ない。

16号建物跡

(S A 1016)(第 47図 )

F調 査 区 Q・ R―

15。 16グ リッドから検

出され、調査区の北側

に位置する掘立柱建物

跡である。主軸はN―

5° 一Wで、梁間 1間、

桁行 3間 を数える。柱

穴はP-1か らP-8

まで確認され、梁間2.4

m、 桁行3.9mを 測る。
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第46図  S A 1015実測図

柱穴間距離は梁間2.4m、 桁行1.lm～ 1.5mを 測る。柱穴の平面プランは円形を呈 したもの

と、楕円形状のものが認められる。柱穴は直径33～ 70cm、 深度は36～ 53clnを 測る。遺物は埋

土より出土 している。

出土遺物 (第48図 )

遺物は壷形土器 3点、甕形土器 2点〈弥生土器細片86点、打製石庖丁 1点、石鏃 1点、叩

石 1点が出土 している。遺物は細片がほとんどであるが実測可能遺物 6点を図化 した。

79は P-7よ り出土 した壷形土器の日縁部の破片である。日縁端部を方形におさめ、上下

に拡張 している。日縁部は緩やかに外反 し、端部に斜交子文を施 している。80は P-7よ り

出上 した壷形土器の体部の破片である。体部外面には上から簾状文、波状文、扇形文を 1条

ずつ施 している。81は P-8か ら出土 した甕形土器の日縁部の破片である。日縁端部を方形

におさめ、端部を上下に拡張 している。日縁部は「く」の字状に外反する。これらの遺物は
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中期中様の特徴 を示す

物 と思われる。

82は P-4出 土のサ

ヌカイ ト製の石鏃であ

る。基部を欠損 してい

るが、両側縁に粗い調

整加工を施 している。

83は P-7よ り出土

した結晶片岩製の打製

石庖丁である。薄手の

手1片 を素材 とし、両側

縁両面に調整加工 を施

し刃部を作出している。

端部に狭 りは認められ

ない。
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84は P-3出 土の叩

石である。石材は結晶

片岩をもちい、素材 と

して細長い楕円形状の

礫 を利用 している。上

部を欠損 しているが、

両側縁には敲打痕が認められる。

第47図  S A 1016実測図

17号建物跡 (S A 1017)(第 49図 )

F調査区P・ Q-16'17グ リッドより検出され、調査区の中央に位置する掘立柱是物跡で

ある。主軸はN-1°一Wで、梁間 1間、桁行 2間 を数える。柱穴はP-1か らP-6ま で確

認され、梁間 3m、 桁行5.5mを 測る。柱穴間距離は梁間 3m、 桁行2.4～ 3.lmを 測る。柱穴

の平面プランは円形を呈 し、直径は30～ 63cm、 深度は13～ 33clnを 測る。遺物は埋土より弥生

土器細片が出土 しているが実測可能遺物は認められない。

18号建物跡 (S A 1018)(第 50図 )

F調査区P-17グ リッドから検出され、調査区の中央に位置する掘立柱建物跡である。主

軸はN-4°一Wで、梁間 1間、桁行 2間を数える。柱穴はP-1か らP-6ま で確認され、
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梁聞1.9m、 桁行4.lmを 測る。柱穴

間距離は梁間1.9m、 桁行1.8～ 2.lm

を測 り、柱穴の平面プランは円形を

呈 し、直径は18～ 36cm、 i朱度は16～ 28

cmを 測る。遺物は埋土より甕形土器、

弥生土器細片が出土 しているが実測

可能遺物は認められない。
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19号建物跡 (S A 1019)(第 51図 )

F調 査 区 の 北 側 に位 置 し、Q-15グ リ ッ トか ら

検 出された掘立柱建物跡である。主軸はN-13°一Wで、梁間  第48図 S A1016出J勘実測図

1間、桁行 2間を数える。柱穴はP-1か らP-6ま で確認され、梁間2.2m、 桁行3.4mを

測る。柱穴間距離は梁間2.2m、 桁行1.5～ 1.9mを測る。柱穴の平面プランは円形と楕円形が
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認められ、直径25～ 62cm、

深度14～ 27cllaを 測る。遺

物は埋土より弥生土器細

片が出土 しているが実測

可能遺物は認められない。

20号建物跡 (S A 1020)

(第52図 )

F調査区Q・ R-17・ 18

グリッドから検出され、

調査区の中央やや東 より

に位置する掘立柱建物跡

である。主軸はN-4°一

Eで、梁間 1間、桁行 4

間を数える。柱穴はP―

1か らP-9ま で確認さ

れているが不整な並びを

している。梁間2.5m、 桁

行5.2mを測る。柱穴間距

離 は梁 間2.5m、 桁行 1

～ 2mを測る。柱穴は円

形 と、椿円形状の ものが

認められ、直径25～ 54cm、

深度10～ 24cmを 測る。

u4o66g=■

|

―
―
ｌ

　
　
ｍ

“
　
　
　
」〓５９

一

0            2m

第49図  S A 1017実測図

出土遺物 (第53図 )

遺物は壷形土器、甕形土器、弥生土器細片が出上している。

85は甕形土器の日縁部の破片である。日縁端部は方形におさめ、日縁都は外方に屈曲する。

日縁端部は刻目文、体部には櫛描直線文を施 している。
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21号建物跡

(S A 1021)(第 54図 )

F調査区P,Q-15

グリッドから検出され、

調査区の中央西寄 りに

位置する掘立柱建物跡

で あ る。主軸 は N―

4。一Eで、梁間 1間、

桁行 3間 を数える。柱

穴はP-1か らP-8

まで検出されており、

梁間2.5m、 桁行4.6m

を測る。柱穴間距離は

梁聞2.5m、 桁行1.3～

1.6mを測る。柱穴は円

形を呈 しており、直径

21～ 38clll、 深度10～ 30

cllaを 測る。遺物は弥生

土器糸田片と石庖丁が埋

土より出上 している。

出上遺物 (第55図 )

出土遺物は弥生土器

細片17点、打製石庖丁

1点、結晶片岩片 1点

が出上 した。出土遺物

は細片が多く、このう

ち実測可能遺物は 2点

のみである。

86は P-3よ り出土

した壷形土器の底部の

破片である。底部は上

げ底を呈 し、体部は直
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第50図  S A 1018実測図

第51図  S A 1019実測図
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線的に立ちあがる。

87は P-3よ り出土

した結晶片岩製の打製

石庖丁である。薄手の

崇U片 を素材 として使用

し、一側縁に調整加工

を施す。両端は欠損 し

ている。

22号建物跡

(S A 1022)(第 56図 )

F調査区 P・ Q-17・

18グ リッドから検出さ

れ、調査区の中央に位

置する掘立柱建物跡で

ある。主軸はN-5°一

Eで、梁聞 1間、桁行

3間 を数える。柱穴は

P-1か らP-8ま で

検出されており、梁間

3.4m、 桁行5.3mを 測

る。柱穴関距離は梁間

u4o8 69=可
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第52図  S A 1020実測図

3.4～ 3.9m、 桁行1.3～ 2.4mを 測る。柱穴は円形

を呈 してお り、直径24～ 53cm、 深度10～ 24cmを測

る。出土遺物は弥生土器細片が埋土より出土 して

いるが実測可能遺物は認められない。

ζ
85 10cm

第53図  S A 1020出土遺物実測図

23号建物跡 (S A 1023)(第 57図 )

F調査区の中央に位置し、P-17グ リッドから検出された、掘立柱建物跡である。主軸は

N-83°一Eで、梁間 1間、桁行 3間 を数える。柱穴はP-1か らP-8ま で検出されてお

り、梁間2.lm、 桁行5。 lmを測る。柱穴間距離は梁間2.lm、 桁行1.5～ 1.8mを測る。柱穴の

平面プランは円形を呈 しており、直径24～ 53ctl、 深度m～ 26clnを 測る。出土遺物は弥生上器

細片が出土 しているが、実測可能遺物は認められない。

-61-



24号建物跡

(S A 1024)(第 58図 )

F調査区Q-18グ リ

ッドから検出され、調

査区の中央やや東寄 り

に位置する掘立柱建物

跡である。主軸はN一

66° 一Eで、梁間 1間、

桁行 3間 を数える。柱

穴はP-1か らP-8

まで確認されており、

梁間1.8m、 桁行3.7m

を測る。柱穴間距離は

梁間1.8m、 桁行0。 9

～1.3mを測る。柱穴の

平面プランは、円形を

呈するものと、隅丸方

形状を呈するものが認

められる。直径21～ 51

clll、 深度11～ 30clnを 測

る。出土遺物は埋土より壷形土器、

実測可能遺物は認められない。

25号建物跡 (S A 1025)

(第59図 )

F調査区Q-16グ リッドから

検出され、調査区の中央やや西

寄 りに位置する掘立柱建物跡で

ある。主軸はN-65°一Wで、梁

間 1間、桁行 3間 を数える。柱

穴はP-1か らP-8ま で数え、

梁間2.lm、 桁行 5。 2mを測る。

柱穴間距離は梁間1.8～ 2.lm、

第54図  S A 1021実測図

弥生土器細片が出上 しているが
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第55図  S A 1021出土遺物実測図
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第57図  S A 1023実測図
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桁行1.2～ 2.2mを 測る。

clllを測る。出土遺物は

弥生土器細片が埋土よ

り出土 している。

26号建物跡

(S A 1026)(第 60図 )

F調査区P・ Q-14

グリッドから検出され、

調査区の西側に位置す

る掘立柱建物肋である。

主軸はN-82°一Wで、

梁聞 1間、桁行 2間を

数える。柱穴はP-1

からP-6ま で数え、

梁間 3m、 桁行3.6mを

|]時

].T R

第58図  S A 1024実測図

柱穴の平面プランは円形を呈 しており、直径26～ 60clll、 深度14～ 51
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第59図  S A 1025実測図
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測る。柱穴間距離は梁

間2.8～ 3m、 桁行1.8

～1.9mを測る。柱穴の

平面プランは円形を呈

しており、直径28～ 38

cal、 深度 9～ 21clnを 測

る。出土遺物は弥生土

器細片が理土より出土

している。

27号建物跡

(S A 1027)(第 61図 )

F調 査 区 PoQ―

14・ 15グ リッドより検

出され、調査区の西側

に位置する掘立柱建物

跡である。主軸はN―

tuOg 09=1
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第60図  S A 1026実測図

43°一Wで、梁間 2間、桁行 3間を数え、柱穴はP-1か らP-12ま で数える。梁間4.2m、 桁

行4.8mを測る。柱穴間距離は梁間1.9～ 2.2m、 桁行1.3～ 2.lmを 測る。柱穴の平面プランは

円形と楕円形状を呈 した物が認められる。直径は19～ 45cm、 深度 7～ 25clllを 測る。出土遺物

は弥生土器細片が埋土より出土 している。

28号建物跡 (S A 1028)(第 62図 )

F調査区P-17・ 18グ リッドより検出され、調査区の中央に位置する掘立柱建物跡である。

主軸はN-87°一Wで、梁聞 1間、桁行 3間 を数える。柱穴はP-1か らP-7ま で数え、梁

間2.lm、 桁行5。 2mを測る。柱穴間距離は梁間2.lm、 桁行1.4～ 3.3mを 測る。柱穴の平面プ

ランは円形と楕円形状が認められ、直径27～ 60cIIl、 深度10～ 60clnを 測る。遺物は理土より壷

形土器、弥生土器細片が出土 した。

出土遺物 (第63図 )

出土遺物は壷形土器 2点、弥生土器細片16点が出上した。実測可能遺物 1点 を図化 した。

88は P-2よ り出上 した甕形土器の底部である。底部は平底を呈 し、体部に向かい直線的

に立ち上がる。外面はタテヘラミガキで調整される。
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第61図  S A 1027実測図

29号建物跡 (S A 1029)(第 64図 )

G調査区の南側に位置し、MoN-19グ リッドから検出された掘立柱建物跡である。主軸

はN-15°一Wを示 し、梁間 1間、桁行 3間 を数える。柱穴はP-1か らP-8ま で数えら

れ、梁間2.6m、 桁行5.2mを 測る。柱穴間距離が梁聞2.4～ 2.6m、 桁行1.3～ 2.2mを 測る。

柱穴の平面プランは円形を呈する物と、楕円形状を呈する物が認められ、直径は20～ 54om、

深度 8～ 33calを 測る。遺物は埋土より出上している。

出土遺物 (第65図 )

出土遺物は弥生土器細片 3点、土師質土器鍋 1点、土師質土器細片 2点、叩石 1点、サヌ

カイ ト片 2点 を出上 した。遺物は細片のため、土器は実測可能遺物は認められない。実測可

能遺物は 1点のみである。
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第62図  S A 1028実測図

第64図  S A 1029実測図
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第63図  S A1028出 土遺物実測図

89は P-2か ら出上 し

たチャー ト製の叩石であ

る。縦長な自然礫 を素材

として用い、下縁部の全

面に敲打痕がみられる。

30号建物跡 (S A 1030)

(第 66図 )

I調査区T-18・ 19グ 第65図  S A 1029出土遺物実測図

リッドから検出され、調査区の南側に位置する掘立柱建物跡である。主軸はN-88°一Eで、

梁間 1間、桁行 3間 を数える。柱穴はP-1か らP-7ま で数え、梁間2.2m、 桁行5。 8mを

I P6    P7         Pl
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第66図  S A 1030実測図
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浪1る 。

柱 穴 聞距 離 は、梁 聞

1.9～ 2.2m、 桁 行

1.6～ 4mを測 るが、並

びはやや不整である。

柱穴の平面プランは円

形状を呈する物、楕円

形状を呈する物が認め

られる。直径は29～ 61

cIIl、 深度11～ 32cmを 測

る。遺物は埋土より弥

生上器細片が出上した

が実測可能遺物は認め

られなかった。

第67図  S A 1031実測図
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第68図  S A 1032実測図
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第69図  S A 1033実測図

31号建物跡 (S A 1031)(第 67図 )

I調査区T-18グ リッドから検出さ紀、調査区の南側に位置する掘立柱建物跡である。西

側は調査区外に当たるために調査が行われておらず、全様は不明である。主軸はN-53°一W

で、梁間 1間、桁行 2間以上を数える。柱穴はP-1か らP-5ま で確認され、梁間2.4m、

桁行3.3mを 測る。柱穴間距離は、梁間2.4m、 桁行1.2～ 2.lmを 測る。柱穴の平面プランは

円形状を呈 している物 と、楕円形状のものが認められる。直径は42～ 57clll、 深度19～ 44cIIlを

測る。遺物は埋土より弥生土器細片が出上 したが実測可能遺物は認められない。

32号建物跡 (S A 1032)(第 68図 )

I調査区T-19グ リッドから検出され、調査区の中央に位置する掘立柱建物跡である。主

軸はN-15°一Eで、梁間 1間、桁行 2間 を数える。柱穴はP-1か らP-6ま で確認され、
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梁間2.2m、 桁行4.8mを 測る。柱穴間距離は梁間2.2m、 桁行1,9ィ 2.7mを測る。柱穴の平面

プランは円形状 と、楕円形状を呈 しており、直径30～ 110cm、 深度15～ 34clnを 測る。遺物は弥

生土器糸田片が埋土より出上 している。

33号建物跡 (S A 1033)(第 69図 )

I調査区の北側に位置 し、T-19グ リッドから検出された掘立柱建物跡である。主軸方位

はN-18°一Eである。梁間 2間、桁行 3間以上を数える。柱穴はP-1か らP-6ま で確認

さ絶たが、北東隅の柱穴は削平され確認できなかった。規模は梁間5。 2m、 桁行4.4m以上を

測 り、柱穴間距離は梁聞2.7m、 桁行2.1～ 2.3mを 測る。柱穴の平面プランは円形を呈する物

と、楕円形を呈 し、直径29～ 50cm、 深度13～ 41cmを測る。遺物は弥生土器細片、サヌカイ ト

が出土 している。

勧

1号土坑 (S K 1001)(第 70図 )

A調査区 I-11グ リッド、調査区の北側に位置

し、平面プランは楕円形を呈する土坑である。検

出時の規模は長軸95cm、 短軸85cm、 深さ32cmを 測

る。床面はほぼ水平に掘削されている。壁面は緩 _
斜面である。土坑内埋積土は 2層 に分層され、 1.

黒褐色砂質上 (褐色砂質上をブロック状に混入)

2.黒褐色砂質上が水平に堆積 している。遺物は

埋土中より多数出土 している。

90

0            5cm

S K 1001出上遣物実測図

1黒褐色10YR2/3砂質土
2黒褐色10YR3/2砂 質土

第70図  S K 1001実測図第71図
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出土遺物 (第71図 )

遺物は弥生土器細片48点、須恵器

身細片 1点、土師質土器細片 2点、

石庖丁 1点、結晶片岩 1点、チャー

ト1点出土 しているが、風化 し摩滅

を受けた細片が多く図化可能遺物は

石庖丁 1点のみである。

90は結晶片岩製の打製石庖丁であ

る。一方の端辺を欠損 している。薄

手の横長剖片を素材とし、端部には

狭 りがはいる。縁辺部両面に調整加

工を施 し、刃部を作出している。

1褐色10YR4/6砂 質土
4号土坑 (S K 1004)(第 72図)  2黄褐色10YR5/6砂 質土

A調査区H-10グ リッド、調査区

のほぼ中央部から検出された土坑で        第72図

ある。平面プランは惰円形を呈 し、規模は長軸135cln、 短軸88

cm、 深さ16clllを 測る。床面はほぼ水平に掘削されている。壁面

は緩斜面である。埋土は 2層 に分層され、 1.褐色砂質土、 2.

黄褐色砂質上がほぼ水平に堆積 している。遺物は埋土中より出

土 している。

第73口  S K1004出 土遺物実測図

出土遺物 (第73図 )

遺物は壷形土器 5点 と弥生土器細片が18点出土 した。弥生土器は細片が多 く図化可能な遺

物は 1点のみである。

91は壷形土器の底部である。底部は上げ底を呈し、底端部をやや外方に拡張 し、体部はや

や内湾 しながら立ち上がっている。外面はタテヘラミガキで調整される。内面にはナデの痕

跡が明瞭に認められる。

5号土坑 (S K 1005)(第 74図 )

A調査区G-10グ リッドから検出された土坑である。平面プランは隅丸方形を呈する。遺

構の南側は一部、後世の濠堀による攪乱を受けている。規模は長軸360cln、 短軸■5cm、 深さ

28clnを 測る。床面は中央部がややへこみ端辺に向かって緩やかに傾斜 している。壁面は緩斜
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面である。埋土は 2層 に分かれる。

1・ 2層 ともにない責褐色砂質土で

下層のほうがしまりがよく、埋土は

ほぼ水平に堆積する。遺物は床面よ

り出土 している。

出上遺物 (第75図 )

遺物は壷形土器・甕形土器が各 1

点、摩滅を受けて風化 した弥生土器

細片が 9点出土 した。弥生土器は細

片が多 く実測可能な 1点 を図化 した。

92は壺形土器の底部である。底部

は上げ底で、体部に向かい直線的に

延びている。内面はナデの痕跡が明

瞭にみられる。

22号土坑 (S K 1022)(第 76図 )

A調査区F―■グリッド、調査区

の中央寄 りに位置する土坑である。

平面プランは隅丸方形を呈する。規

模は長軸220cHl、 短軸140cln、 深さ10

cmを 測る。床面は中央部がやや盛 り

上が り、両端辺にやや凹みがみられ

る。壁面は緩斜面である。埋土は黄

褐色砂質± 1層 である。遺物は埋土

より出土 している。

1にしまい黄福色10YR5/4砂 質土
2にしS(い黄褐色10YR5/4砂 質土

(1よ り禍色が強い)  一

出土遺物 (第77図 )

遺物は三形土器が 1点、風化 して摩減 を受けた弥生土器細片90点、

叩石 1点、結晶片岩 1点が出土 している。弥生土器は細片が多 く図

化可能な 2点 を示 した。

93は壷形土器の底部である。やや上げ底を呈 し、底部より直線的

に立ち上っている。外面はタテヘラミガキで調整される。

0                          2m

第74図  S K 1005実測図

―-73-―

第丙図 S K1005出 土遺物実測図



94は砂岩製の叩石である。偏平な楕円礫を

素材として用い、両側縁に敲打痕を有する。

基部は一部欠損 している。

31号土坑 (S K 1031)(第 78図 )

A調査区H-12グ リッド、調査区の東側に

位置し、 S K1030に切 ら絶た状態で検出され

た。平面プランは隅丸方形を呈する土坑であ

る。規模は長軸120clll、 短軸95cln、 深さ10clllで

ある。床面は中央部でやや盛 り上がりがみら

れ、端辺に凹みがある。壁面は緩斜面である(

埋土はにない責褐色砂質± 1層である。出土

遺物は埋土中より出土 している。

出土遺物 (第 79図 )

遺物は主形土器 1点、甕形土器 2点、風化

して摩滅を受けた弥生土器細片58点、結晶片

Hぴ 褐t10YR閉

嚢飴 %綾 ‖

|

L=6140m

o                          2m

第76図  S K 1022実測図

ｒ
＝
ω
ｒ
一
〇
∃

岩 1点出土 している。弥生土器は糸Ⅲ片が多く図化可能な 2点 を示 した。

95。 96は甕形土器の日縁部の破片である。95は 日縁端部方形におさめ、日縁部は緩やかに

外反 している。日縁端部は刻目列点文、

日縁下には櫛描直線文が施されている。

内面はヨヨナデで調整されている。96

は日縁端部を丸 くおさめる。日縁部は

緩やかに外反 している。日縁部内面は

ヨヨナデで調整されている。これらの

弥生土器は弥生時代中期中様の様相を

示す物 と思われる。

0                 10Cm

S K 1022出土遺物実測図
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32号土坑 (S K 1032)(第 80図 )

A調査区G-12グ リッド、調査区

の東側に位置する土坑である。平面

プランは枝豆状を呈 し、規模は長軸

105cm、 短軸45cm、 深 さ12cmで ある。

床面はほぼ水平を呈 し、壁面は緩斜

面である。埋上は褐色砂質上 1層で

ある。遺物は埋土中より出土 してい

る。

出土遺物 (第81図 )

出土遺物は埋上 より壷形土器 2点、

甕形土器 2点、風化 して摩滅を受け

た弥生土器細片 7点が出上 している。

遺物は細片で風化 してお り、図化可

能な 1点 を示 した。

97は壺形土器の日縁部の破片であ

る。日縁端部を平坦におさめ、端部

内面は強いヨヨナデによりやや内面

に拡張する。日縁部は緩やかに外反

している。頸部は指頭圧痕突帯文が

施される。日縁部内外面はヨコナデ

が顕著に認められる。

0                         1m

lに ,Sミ い黄褐色10YR5/4砂 質土

第78図  S K 1031実測図

36号土坑 (S K 1036)

(第82図 )

B調査区N-15グ リ

ッドから検出され、調

査区の北端に位置する。

北側は生活用道路が、

南側は土地が取得でき 第79図  S K 103と 出上遺物実測図

ず遺構の両端の形状は不明である。規模は現況で長軸130clll、 短軸35cln、 深さ15clllを 測る。床

面はほぼ水平を呈し、壁面は緩斜面である。埋土は暗褐色砂質±1層である。遺物は埋土中
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より出上した。

出土遺物 (第83図 )

出土遺物は三形土器 8点、甕形土器 4点、風化

して摩滅を受けた弥生土器細片131点、土師質土器

1点、サヌカイト1点、結晶片岩 8点が出土 した。

遺物は細片が多く、摩滅を受けており実測可能遺

物は 1点のみである。

98は壺形土器の底部である。底部はやや上げ底

を呈 し、体部中位に向かって直線的に延びている。

46号上坑 (S K 1046)(第 84図 )

B調査区M-16グ リッドから検出され、調査区

の北側に位置する土坑である。平面プランは楕円

形を呈する。規模は長軸110cla、 短軸100cln、 深さ

16cmを測る。床面は南側から北側に緩やかに傾斜

している。壁面はやや急斜面である。埋土は褐色

砂質上である。本遺構は、拳大の砂岩礫が中央部

付近に上部から下部にかけて集中的に検出された。

このような礫の集中は偶然に堆積 したものとは考

えがたく、人為的に礫を集中したものと

第81図  S K 1032出土遺物実測図

＼＼

L=6110m

0                         1m

l褐色10YR4/4砂質土

第80図  S K 1032実測図

L=6010m

l暗福色10YR3/4砂 質土

0

第83図  S K 1036出土遺物実測図 第82図  S K 1036実測図



思われる。埋土からは風化 して摩滅

を受けた弥生土器細片14点、サヌカ

イ ト細片 1点が出土 したが、図化可

能な遺物は残存 していない。

47号土坑 (S K 1047)(第 85図 )

B調査区の北側 に位置 し、M-16

グ リッドから検出された土坑である。

平面プランは楕円形を呈 し、規模は

長軸 125clll、 短軸 125clll、 深 さ 9 cmを

測る。床面は東側 より南側に緩やか

に傾斜 している。壁面は緩斜面であ

る。埋土は暗褐色砂質土の 1層であ

る。遺物は埋土中より出上 した。

出土遺物 (第86図 )

遺物は甕形土器が 1点、弥生土器

細片が 6点出上した。遺物は細片の

ため実測可能遺物は 1点のみである。

99は甕形土器日縁部の破片である。日縁端部を

上下に拡張し、日縁部は「く」の字状に外反する。

端面には 2条の凹線文がみられる。日縁部は内外

面ヨヨナデで調整 している。

52号土坑 (S K 1052)(第 87図 )

B調査区L-17グ リッドから検出され、調査区

の北側に位置する土坑である。 S K1053に切 られ

0                          1m

l褐色10YR4/4砂 質土

第84図  S K 1046実測図

1暗褐色10YR3/4砂 質土

第85図  S K 1047実測図

Ot浮等書廷難レ9

第86図  S K 1047出土遺物実測図
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た状況で検出された。平面プランは隅丸方形を呈する。規模は長軸200cln、 短軸120cm、 深さ

10clnを 測る。床面付近では地山面との境がはっきりせず、推定ラインが引かれている。床面

は中央部でやや凹みがみられ、南側

から北側に緩やかな傾斜が認められ

る。掘 り下げ時に、拳大の砂岩礫 と

上器がかみあった状況で検出された。

礫は土坑の中心付近に集中的に認め

られる。理土は褐色砂質± 1層 であ

る。遺物は埋土中より出上 した。

出土遺物 (第 88。 89図 )

埋土からは童形土器 4点、甕形土

器 3点、鉢形土器 1点、石庖丁 1点、

サヌカイ ト1点、結晶片岩 2点、チ

ャー ト1点が出土 した。遺物は細片

のため実測可能な 5点 を図化 した。

100は甕形土器の頸部から体部中

位にかけての破片である。体部外面

はタテハケメで調整される。101は鉢

形土器の日縁部から体部にかけての

破片である。日縁端部を方形におさ

め、日縁部は外方に屈曲する。日縁

L=5960m

1掲色10YR4/4砂 質土
0                                  2m

第87図  S K 1052実測図
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第88図  S K 1052出上遺物実測図(1)
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104

5cm
|

第89図  S K 1052出土遺物実測図 12)

部は内外面ヨヨナデ、体部外面はタテヘラミガキで調整される。102・ 103は三形土器の底部

と思われる。102は底部平底、体都中位に向かい直線的に延びていく。体部外面はタテヘラミ

ガキで調整さ紀る。103は底部はやや上げ底、体部中位に向かい直線的に延びていく。体部外

面はタテヘラミガキ、内面はヨコハケメで調整される。

104は結晶片岩製の石庖丁である。厚手の手け片を素材とし、素材 となる刹片の一側縁の両面

に調整加工を施 し刃部を作出している。一方の端辺を

欠損 している。

54号上坑 (S K 1054)(第 90図 )

B調査区K-17グ リッドから検出さた、調査区のや

や北寄 りに位置する土坑である。北側は後世の濠堀に

より攪乱を受けている。平面プランは隅丸長方形状を

呈 していると思われる。規模は現況で長軸90cm、 短軸

40cIIl、 深さ16cmを測る。断面はU字状を呈し、床面は

西側より東側に緩やかに傾斜 している。壁面は緩斜面

である。埋土はにない責褐色砂質土である。出土遺物

は埋土中より出土 した。 L=5970m

0            50cm

lに しヽくい黄褐色10YR5/4砂 質土

第90図  S K 1054実測図

形
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第91図  S K 1054出土遺物実測図
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L=5980m

l褐色10YR4/4砂 質土
2褐色10YR4声砂質土
3浅黄色25Y7/4風化礫土

第92図  S K 1055実測図

出上遺物 (第91図 )

遺物は埋土中より甕形土器19点、結晶片岩 2点出上 して

いる。遺物は破片がほとんどであり実測可能遺物は 1点の

みである。

105は甕形土器の破片である。日縁部欠損のため日縁部の

形状は不明である。体部外面はタテハケメで調整されてい

る。

L=5990m

1褐色10YR4/4砂質土

第93図  S K 1057実測図

⇔

0                 5cm

第94図  S K 1057出土遺物実測図

55号土坑 (S K 1055)(第 92図 )

B調査区K・ L-16グ リッドから検出され、調査区のやや北寄 りに位置する土坑である。

平面プランは後世の濠堀によって南側に攪乱を受け、全体の形状は不明であるが、隅丸方形

状を呈 していると思われる。規模は現況で長軸170cla、 短軸135cm、 深さ18calを 測る。床面は

中心部にやや凹凸がみられるがほぼ水平に掘削されている。 しかし北西端にピット状の落ち

を持っている。土層の堆積状況は 3層 に分かれる。上から1.褐色砂質上、 2.褐色砂質土

(礫を多く合む)、 3.浅黄色砂質土である。土層堆積状況からみる限リピット状の落ちは後

から掘 り込まれたと考えるよりは、 S K1055に付随すると思われる。遺物は埋土より出土 し

ている。
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遺物は風化 して摩減がみられる弥

生土器糸田片20点、刃部に磨きを持つ

石庖丁細片 1点が出土 した。しかし

遺物は細片のため図化可能遺物はみ

られない。

57号土坑 (S K 1057)(第 93図 )

B調査区K-16グ リッドから検出

され、調査区のやや北寄 りに位置す

る土坑である。北側を後世の濠堀に

よって攪乱を受けている。平面プラ

ンは隅丸方形状を呈 していると思わ

れる。規模は現況で長軸125cln、 短軸

65cm、 深さ9 cmを 測る。床面は東側

から西側に緩やかに傾斜 し、船底状

を呈する。壁面は緩斜面である。埋

土は褐色砂質± 1層である。遺物は

理土中より出上 した。

出土遺物 (第94図 )

遺物は弥生土器細片19点、石鏃 1

点、結晶片岩 1点が出土 した。 しか

し細片のため図化可能遺物は、石鏃

1点のみである。

0                1m

lにしミい黄禍色10YR4/3砂 質± 6黒褐色10YR2/3砂 質土
2に .Stい黄掲色10YR5/4砂 質± 7黒褐色10YR2/3砂 質土
3にしミい黄褐色10YR4/3砂 質± 8黒禍色10YR3/2砂質土
4禍色10YR4/4砂 質±     9福 色10YR4/4砂 質土
5暗禍色10YR3/3砂 質土

第95図  S K 1063実測図

L=5990m

106はサヌカイ ト製の石鏃である。上部を欠損 している。側縁全面に粗い調整加工を施 して

いる。両面には 1次刹離痕が残存 している。基部にはやや深めのU字状の狭 りが施されてい

る凹基式の石鏃である。

63号土坑 (S K 1063)(第 95図 )

B調査区 J-16グ リッドから検出され、調査区のほぼ中央に位置する土坑である。S D 1010

を切った状態で検出された。平面プランは隅丸不整楕円形を呈する。規模は長軸190cln、 短軸

165cm、 深さ56clllを測る。床面はほぼ水平である。壁面は上位から中位にかけてなだらかに落

ち込み、中位から下位にかけて急激に落ち込んでいる。理土は大 きく9層 に分かれる。土層

-81-
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0                 5cm
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0            5cm

第96図  S K 1063出土遺物実測図

の堆積は、側縁が堆積 した後、下部よリレンズ状に堆積 している。遺物は上位の埋土、第 6

層黒褐色砂質土より拳大の砂岩礫 とかみあった状態で出上 している。出土遺物に完形のもの

はなく、廃棄された状態で出土したものと思われる。

出土遺物 (第96図 )

遺物は埋土中より壷形土器 9点、甕形土器35点、高杯 2点、弥生土器細片432点、石鏃 1

点、祗石 1点、小形円柱状石斧 1点、サヌカイ ト3点、結晶片岩 3点、砂岩21点、石英 1点

が出上 した。遺物は細片が多くとりあえず図化可能な 9点 を図で示 した。

107は壺形土器の日縁部である。端部を上下に拡張 し、端面に刻目を施 している。日縁部は

内外面ヨヨナデで調整される。また図化 1ま不可能であるが頸部に断面三角形のはりつけ突帯

文が認められる壷形土器も出土 している。108～ 115は甕形土器の日縁部である。日縁部は「く」
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第98図  S K 1069出土遣物実測図

の字状に外反 している。日縁端部は下方にやや拡

張するタイプ (108)と 上下に拡張す るタイプ

(109～ 115)が ある。日縁部は全て内外面ヨヨナデ

甲 が施される。日縁端部は不明瞭な凹線文を持つタ

第97図  S K 1069実測図 イプ (110)と 一条の凹線文を持つタイプ (■ 1・

112)、 二条の凹線文を持つタイプ (113～ 115)が認められる。108は体部上位から中位にタテ

ヘラミガキ、体部中位より下位にタテハケメで調整される。109は体部外面にタテヘラミガキ

で調整される。■41ま体部外面はタテヘラミガキが一部残存 している。115は体部外面はタテ

ヘラミガキが一部認められる。これらの弥生土器は弥生時代中期中様～後様の様相を呈 して

いる物と思われる。

116はサヌカイ ト製の石鏃である。基部に浅いU字状の狭 りが見られ、凹基式と思われる。

117は結晶片岩製の小形円柱状石斧である。上部を欠損 しているが、偏平な素材を用い石器

全体に研磨痕が見られる。特に刃部は丁寧に研磨 し鋭利な刃部を作出している。

69号上坑 (S K 1069)(第 97図 )

B調査区 J-16・ 17グ リッドからS K1068と 切 りあった状態で検出され、調査区の中央や

L=5940m

A′

1褐色10YR4/4砂 質土



や東寄 りに位置する土坑である。平面プランは隅丸方形を呈

し、規模は長軸 175cm、 短軸70cm、 深 さ28clnで ある。床面はほ

ぼ水平を呈 し、壁面は緩やかに傾斜 している。埋土は褐色砂

質土である。出土遺物は土坑の北東側の埋上の上層 より、長

頸壷がほぼ完形の状態で倒壊 して出土 している。遺物はおも

に埋上 より出土 している。

出上遺物 (第98図 )

遺物は埋土より童形土器 3個体、弥生土器細片14点、サヌ

カイ ト1点、結晶片岩 1点 出上 した。遺物は小片のため図化

可能遺物は 1点のみである。

118は ほぼ完形の壷形土器である。日縁端部は拡張され、頸

部 より緩やかに外反する。体部の形状は倒りΠ型を呈 し、最大

径は体部中位に位置する。日縁部は内外面 ヨヨナデ、日縁部

下はヨコナデによる一条の凹みを持つ。凹みの下はタテハケ

メが、頸部はタテヘラミガキで調整される。体部上位はタテ

ハケメが、体部下位はタテヘラミガキが顕者に認められる。

L=59_70m

0                1m

i にし工とヽ奏講掲モ≧10YR5/4砂 質土

第99図  S K 1075実測図
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第100図  S K 1075出土遺物実測図
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第102図  S K 1086出土遺物実測図

L=6000m

1にし革い黄褐色10YR4/3砂 質上

0                       1m

第101図  S K 1086実測図
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75号土坑 (S K 1075)(第 99図 )

B調査区 I-15グ リッドから検出され、調査区の中央やや南寄 りに位置する土坑である。

南側は後世の濠堀によって攪乱を受けている。平面プランは隅丸方形状を呈している。規模

は長軸170cm、 短軸 40cln、 深さは10clnで ある。

床面は北側から南側に緩やかに傾斜 している。

壁面は緩斜面である。埋土は 1層でにない責

褐色砂質土である。

出上遺物 (第 100図 )

出土遺物は弥生土器細片 7点、小形円柱状

石斧 1点、土師質土器細片 6点、瓦器椀 1点

が埋土の中より出土 している。出土遺物は細

片が多く実測可能な 1点 を図化 した。

119は結晶片岩製の小形円柱状石斧である。

薄手の素材を用い片面に研磨痕が見られる。

上部を欠損 しているが、刃部に研磨痕 を施 し

鋭利な刃部を作出している。

一
(†芽メー(tit

121

6

0                 5cm

1暗褐色10YR3/3砂 質土

第103図  S K ll12実測図

0                5cm
|

第104図  S K ll12出土遺物実測図(1)
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第105図  S K ll12出土遺物実測図(2)

86号土坑 (S K 1086)(第 101図 )

B調査区G-16グ リッドから検出され、調査区の南側に位置する。 S K1085に切 られてい

る。平面プランは楕円形状を呈 していると思われる。規模は現況で長軸60cln、 短軸 43cln、 深

さ17clnで ある。床面は断面皿状を呈 している。壁面は緩やかに傾斜 している。埋上は 1層で

にない責褐色砂質土である。出土遺物は埋土より出上 している。

出土遺物 (第 102図 )

遺物は弥生土器細片 7点、サヌカイ ト2点、石鏃 1点出土している。遺物は細片が多 くと

りあえず実測可能な 1点 を図化 した。

120はサヌカイト製の石鏃である。上部を欠損 しているが、縁辺部は粗い調整加工が施さ絶

ている。基部は狭 りが見られず平基式と思われる。

112号土坑 (S K ll12)(第 103図 )

E調査区L・ M-10グ リッドから検出され、調査区の中央やや北寄 り、 S B 1005の南西に

位置する土坑である。平面プランは不整隅丸長方形である。規模は長軸195clll、 短軸95cln、 深

さ12cmを測る。床面は北端から中心にかけて船底状を呈 し、中心から南端はほぼ水平である。

壁面は緩やかに傾斜 している。埋土は暗褐色砂質土である。出土遺物は埋土より出土してい

る。

―     

―

― 一

 年

三十を 二/五

=ノ

ri彦

-86-



出土遺物 (第 104・ 105図 )

遺物は三形土器 2点、甕形土器 2点、弥生土器

細片38点、土師質土器 1点、打製石庖丁 4点、ス

クレイパー 1点、石鏃 2点、磨製石斧 1点、小形

円柱状石斧 2点、サヌカイト6点、結晶片岩26点、

チャー ト1点が出上 している。出上遺物は細片が

多く辛うじて実測可能遺物は 5点のみである。

121はサヌカイト製の石鏃である。両面に細かく

調整加工が施されている。最大部は体部上位1/
3に位置する、有茎式の石鏃である。

122はサヌカイ ト製のスクレイパーである。薄手

の手1片 を素材とし、主に片面に調整加工を施 し刃

部を作出している。

123は結晶片岩製の石庖丁である。薄手の素材を

用い両側縁両面に調整加工を施 し刃部を作出して

いる。

124。 125は結晶片岩製の小形円柱状石斧である。

上部を欠損 しているが、薄手の素材を用い両面に

研磨痕が施される。先端部を研磨 し鋭い刃部を作

出している。

113号土坑 (S K ll13)(第 106図 )

E調査区のほぼ中央、M-10グ リッドに位置す

る土坑である。周囲には北側にS B 1005、 南側に

SK■ 12が位置している。平面プランは隅丸方形

状を呈 している。規模は長軸125cla、 短軸95cln、 深

さ28clnを 測る。断面はU字状を呈している。埋土

は暗褐色砂質上である。遺物は埋土より出上 して

いる。

出土遺物 (第 107図 )

遺物は甕形土器 1点、弥生土器細片■点、楔形

石器 1点が出上 した。弥生土器は細片のため、実

L=6130m

0                         1m

l暗褐色10YR3/4砂 質土 (炭化物を含む)

第106図  S K ll13実測図
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0                 5cm

第107図  S K ll13出土遺物実測図



測可能な 1点 を図化 した。

126はサヌカイト製の楔形石器である。薄

手の刹片を素材として用い、形状は台形状

を呈する。両側面に裁断面を持つ。

130号土坑 (S K l130)(第 108図 )

E調査区 J-10。 11グ リッドから検出さ

れ、調査区の南端部に位置する土坑である。

南側は生活用道路のため調査ができず、全

体の形状は不明である。発掘当初、S B 1001

の残 り部分と考えられたが、検討の結果、

土坑 と認定された。土坑の規模は現存で長

軸125cm、 短軸75clla、 深度10clnを 測る。床面

はほぼ水平で、壁面は緩やかに傾斜 してい

る。遺物は埋土中より出土している。

出土遺物 (第 109図 )

遺物は弥生土器細片 5点、祗石が 1点出

土 している。出土遺物は細片が多くとりあ

えず実測可能な 1点 を図化 した。

127は砂岩製の祗石である。自然礫を素材

として用い、両面に研磨痕が

みられる。縁辺部は一部敲打

痕が認められる。

132号土坑 (S K l132)

(第 110図 )

E調査区N-11グ リッドか

らSK■31を切った状態で検

出され、調査区のやや北寄り

に位置す る。北東 には SB

1005が検出されている。平面

プランは隅丸不整方形状を呈

0                         1m

lにしStい黄褐色10YR4/3砂質土

第108図  S K l130実測図

第109図  S K l130出土遺物実測図

―-88-



Ｅ
ｏ
！

日
Φ
＝
“

L=6110m
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(炭化物、土器片を含む) 0                         1m

第110図  S K l132実測図

する。規模は長軸180cm、 短軸 75clll、 深さ12cmを測る。床面は中央が盛 り上がり両端部が深 く

なる。壁面は緩やかに傾斜 している。埋土から拳大の砂岩礫が土器とかみあった状態で検出

された。砂岩礫は遺構の中央部を中心に周囲に分布 しており、人為的に埋められたものと考

えられる。埋土は褐色砂質上で炭化物を混入している。

出土遺物 (第 111図 )

出土遺物は埋土から甕形土器 7点、弥生土器細片17点、石英 1点が出土 した。遺物は細片

が多くここでは図化可能な 2点を示す。

128。 129は甕形土器である。128は 日縁端部方形におさめる。日縁部は頸部より外方に掘曲

している。体部はタテハケメで調整される。129は 日縁端部を丸 くおさめ、日縁部は頸部より

外方に屈曲している。体部はやや内湾 しながら立ち上がっている。底部は平底である。頸部

は櫛描直線文が 8条、その下に櫛描波状文が 1条施されている。体部外面はタテハケメの後、

粗いタテヘラミガキが部分的に認められる。これらの特徴より弥生時代中期前様に位置ずけ

られると思われる。



141号土坑 (S K l141)(第 112図 )

I調査区U-19グ リッドから検出さ

れ、調査区の東端中央部に位置する。

西側は調査区外のため調査が行われて

いない。平面プランは不整楕円形を呈

するものと思われる。規模は現存で長

軸150cm、 短軸 135cIIl、 深さ20cmである。

床面はほぼ水平である。壁面は、北東

側が上位から中位まで緩斜面、中位よ

り下位にかけて急斜面 となる。理土は灰黄褐色砂

質上である。遺物は埋土より出土 している。

出上遺物 (第■3図 )

出土遺物は理土中より壷形土器 1点、甕形土器

2点、弥生上器細片16点、土師質土器22点、瓦器

椀 1点、サヌカイ ト2点が出土 している。遺物は

細片が多 く、特に中世遺物は摩滅を受けている。

ここでは辛うじて図化可能な 1点 を示す。

130は結晶片岩製の磨石である。上部は欠損 して

いる。形態は棒状を呈 している。九端部は研磨痕

が認められる。

145号土坑 (S K l145)(第 114図 )

I調査区T-18グ リッドから検出され、調査区

の南端に位置する土坑である。平面プランは不整

楕円形を呈する土坑である。規模は長軸70cln、 短

第111図  S K l132出土遺物実測図
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148号土坑 (S K l148)(第 116図)   0 10cm

I調査区S-19グ リッドから検出どヽイと、

調査区の南端に位置する土坑である。本土   第113図  S K l141出土遺物実測図

軸60cIIl、 深さ24clnを 測る。床面はほぼ水平、

断面はU宇状を呈する。埋土は 2層で 1.

灰黄褐色砂質土、 2.にない責褐色砂質土

がレンズ状に堆積 している。出上遺物は埋

土より出土 している。

出土遺物 (第 115図 )

出土遺物は弥生土器が 1点出土 している。

131は三形土器の底部である。底部はやや

上げ底を呈 している。体部は直線的に立ち

上がっていく。体部外面はタテヘラミガキ

で調整される。

坑はS P 1810に切 られた状態で検出された。平面プラン

は不整楕円形状を呈する。規模は長軸60cm、 短軸55clll、

深さ28clnを 測る。断面はU字状を呈する。埋土は 1層で

にぶい責褐色砂質上である。出土遺物は埋上より出土 し

ている。

出上遺物 (第 117図 )

出土遺物は甕形土器 2点、弥生土器細片12点、結晶片

岩 1点が出土 している。 しかし遺物は細片がほとんどの

ため幸うじて図化可能な 1点 を示 した。

132は甕形土器の日縁部である。日縁端部は方形におさ

める。日縁部は「く」の字

状に外反している。

第■5図 SK■45出土遺物実測図

-91-

0            50cm

l灰黄褐色10YR5/2砂質土
2にゥ∬い黄褐色10YR5/3砂 質土

第114図  S K l145実測図
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152号土坑 (S K l152)(第■8図 )

F調査区R-17。 18グ リッドからS X1008を 切った状

態で検出された土坑である。本土坑は調査区の北東に位

置する。平面プランは隅丸方形状を呈 している。規模は

長軸120cln、 短軸120cm、 深さは20clnを 測る。床面はほぼ

水平である。床面は中央部と西端部中央にピット状の落

ちを持っている。埋土は 1層でにない責褐色砂質上であ

る。土層の堆積状況からピット状の落ちは土坑に属する

ものと考えられる。遺物は西端中央部床面から集中的に

出土 している。

第117図  S K l148出土遺物実測図

出土遺物 (第 119図 )

出土遺物は壺形土器 2点、甕形土器

1点、弥生土器糸田片 4点、サヌカイ ト

2点が出上 した。遺物は細片がほとん

どのため図化可能な 3点 を図示 した。

133・ 134は広 口壷形土器である。133

は日縁端部を方形におさめ、 日縁部は

ラッパ状に広がる。日縁端面は上下に

亥1日 文が入 り、日縁部内側は扇形文が

一部認められる。頸部外面はタテハケ

メ、頸部内面はヨヨハケメが部分的に

認められる。134は 日縁端部方形におさ

め、やや上下に拡張されている。日縁

部は頸部 よりゆるやかに外反 している。

頸部外面は、タテハケメの後、粗いタ

テヘラミガキで調整される。内面はヨ

1にしS〔い黄褐色10YR4/3砂 質土

第116図  S K l148実測図

L=5970m

‰

1に しヽヽい黄褐色10YR5/4砂 質± 0

第118図  S K l152実測図



ヨナデの後、粗いヨコ

ヘラミガキで調整され

る。135は甕形上器の底

部である。底部はやや

上げ底を呈 し、体部に

向かい直線的に立ち上

がる。これらの弥生土

器は弥生時代中期中様

に位置する物と思われ

る。

153号上坑

(S K l153)(第 120図 )

F調査区R-18グ リ

ッドから検出され、調

査区の北側に位置する

土坑である。西側には 第119図  SK■ 52出土遺物実測図

S X 1008が位置する。平面プランは不整楕円形状を呈する。規模は長軸115cln、 短軸 95clll、 深

さ15cmを測る。床面は凹凸を持ち、東側はピット状の落ちがみられる。壁面は緩斜面である。

ピヽ

L=5960m

1

1に ,Stい 黄褐色10YR4/3砂質土
(炭化物を含む)   0            1m

第 120図  S K l153実 測図
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埋土はにない黄褐色砂質上である。遺物は埋土中より出上 している。

出土遺物 (第 121図 )

出土遺物は壷形土器 2点、甕形土器 1点、弥生土器細片23点、楔形石器 1点、サヌカイ ト

2点出土した。 しかし、遺物は細片のため図化可能遺物 2点 を図で示 した。

136は壷形土器の底部である。底部は上げ底を呈 し、体部外面はタテヘラミガキで調整され

る。

137はサヌカイ ト製の楔形石器である。薄手の子1片 を素材として用いる。形状は長方形を呈

し、両側縁に裁断面がみられる。

158号土坑 (S K l158)(第 122図 )

F調査区R-16グ リッドから検出され、調査区の北側に位置する土坑である。 S P 1876・

1877を切った状態で検出さ絶た。東側にはS X1008が位置する。平面プランは隅丸方形状を

L=6000m

呈する。規模は長軸90cm、 短軸65cln、 深さ30clnを

測る。床面は、凹凸を持つ。壁面は中位までやや

急に落ち込み、中位から下位は緩やかに落ちる。

理土はにない責褐色砂質土の 1層で、炭化物を少

し混入する。遺物は埋土より出土している。

出上遺物 (第123図 )

出土遺物は壷形土器 1点、甕形土器 3点、弥生

土器細片33点、サヌカイ ト1点が出上 した。出土

遺物は細片のため実側可能な 2点 を示 した。

138は甕形土器の日縁部である。日縁端部は方形

0                         1m

lにしミい黄褐色10YR4/3砂 質上 (炭fBMを含む)

第122図  S K l158実測図

＼
け 琢

＼
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第123図  S K l158出土遺物実測図



140

o        5cm

―

0                1m

第124図  S K l163実測図

におさめられ、日縁部は外方に屈曲している。日縁端部は刻目

文が認められる。139は壷形土器の底部である。底部は平底を呈

し、体部は直線的に立ち上がっている。体部外面はタテハケメ

で部分的に調整される。

163号土坑 (S K l163)(第 124図 )

F調査区のほぼ中央に位置 し、Q-17グ リッドから検出され

た土坑である。 S Kl164に切 られた状態で検出された。平面形

状は隅丸不整楕円形状を呈する。規模は長軸105cln、 短軸 60clll、

深さ16clllを 測る。断面は船底状を呈する。壁面は緩斜面である。

埋土は暗褐色砂質上である。遺物は埋土より出上 している。

出土遺物 (第 125図 )

出土遺物は埋土中より弥生土器細片30点、須恵

器細片 1点、紡垂車 1点、石鏃 1点、石ノミ1点、

サヌカイト2点、結晶片岩 1点 出上した。出土遺

物は細片のため辛うじて図化可能な 2点 を示 した。

140は紡錘車である。下半分を欠損 している。中

央に貫通 した円孔が認められる。

ｗ
・４２
　

‐ＯＣｍ

―

の

_@

◇

第125図  S K l163出上遣物実測図

L=5970m

0                1m

l晴褐色10YR3/3砂 質土 (炭化物を含む)

第126図  S K l169実測図
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第127図  S K l169出土遺物実測図
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L=5960m

1に しヽい黄褐色10YR4/3砂質土
0                         1m

第128図  S K l171・ 1172実測図

141はサヌカイ ト製の石鏃である。基部は欠損 している。両面は細かな調整加工が施されて

いる。

169号土坑 (S K l169)(第 126図 )

F調査区Q-17グ リッドから検出され、調査区のほば中央に位置する土坑である。平面形

状は不整隅丸方形状を呈する。規模は長軸118clla、 短軸55cm、 深さ20clnを 測る。床面は凹凸を

持つ。壁面は急斜面を呈 している。西壁は一度落ちた後テラス状に広がり、再び落ちる形状

を呈 している。埋土は暗褐色砂質上で、炭化物を少 し混入 している。遺物は埋土中から出土

している。

出土遺物 (第 127図 )

出土遺物は壷形土器 1点、弥生土器細片 7点出土 した。出土遺物は細片が多 く実測可能遺

物 1点 を図示 した。

142は三形土器の頸部である。体部外面は上位より櫛描直線文、刺突文、櫛描直線文が施さ
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171・ 172号土坑

(S K l171・ 1172)

(第 128図 )

F調査区Q-17・ 18

グリッドから検出され、

調査区の中央に位置す

る。検出当時は、 2つの上坑が切 りあった状

態で確認されており、個々の上坑 として理解

していた。 しかし、遺物の出土状況、土層の

堆積状況から一体のものと考えてよさそうで

ある。平面プランは瓢箪状を呈 している。規

模は長軸140clla、 短軸50clll測 る。床面は南北両

端部で水平を呈 し、遺構中央都付近は凹凸が

顕者に認められる。床面は浅いところで約12  第129図  S K l171・ 1172出土遺物実測図

cln、 深いところで約23clnを 測る。壁面は緩斜面である。埋土はにない責褐色砂質± 1層であ

る。出土遺物は土坑中央部からやや北側最深部の埋土上面より甕形土器が横倒 しに安置され

Ⅷ 摯

ハ
川
日
で

0                 5cm
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る。そして、その上部に長楕円形で、偏平な砂岩が置か

れた状態で検出された。ほかに三形土器、甕形土器それ

ぞれ 2個体分の細片が、中央部より南側上層にかけて出

土 した。

出土遺物 (第 129図 )

出土遺物は、壷形土器 3点、甕形土器10点、弥生土器

72点、楔形石器 1点、結晶片岩 1点、砂岩 2点 出土 した。

出土遺物は網片が多く実測可能遺物 7点 を図化 した。

143・ 144は広口主形土器である。143は 日縁端部方形に

おさめ、端部は上下にやや拡張される。形態は、頸部か

ら口縁端部に向かい緩やかに外反 しラッパ状を呈 してい

る。日縁端部上下両端には刻目文が施される。頸部外面

はタテヘラミガキで調整する。1441ま 直立する頸部から緩

やかに外反 し日縁端部に到る。日縁端部は方形におさめ

るが、143の よう1こ 日縁端部に刻 目1ま 認め られない。

145～ 147は甕形土器である。145は 日縁端部を丸 くおさ

め、日縁部は外方に屈曲する。146は完形である。日縁端

部は丸 くおさめ、日縁部は緩やかに外方に屈曲する。体部は

外彎気味に立ち上が り、底部は平底を呈す。体部外面はタテ

ヘラミガキで調整される。体部内面はナナメヨコハケメの後、

粗いタテヘラミガキが部分的にみられる。147は 日縁端部を方

形におさめ、日縁部は「く」の字状に外反する。体部外面は

不明瞭な板状工具によるハケメもしくはイタナデで調整され

る。148は主形土器の底部である。底部は平底を呈する。外面

はタテヘラミガキで調整する。これらの上器は弥生時代中期

前様の様相を呈 している物と思われる。

L=5960m

1褐色10YR4/4砂 質土

第130図  S K l173実測図

第131図  SK■73出鋤 瑚

149はサヌカイ ト製の楔形石器である。薄手の黒1片 を素材 とする。一方を欠損 しているが、

長方形状を呈 していると思われる。下端部両面に調整加工を施 し、刃部を作出している。

173号土

"i(S K l173)(第
130図 )

F調査区Q-17グ リッドから検出され、調査区のほぼ中央に位置する土坑である。SP

10145と S P 10146に 切 られた状態で検出された。平面プランは隅丸不整円形を呈する。規模
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は長軸 100cm、 短 軸45

cm、 深 さ25cmを 測る。

断面形状はU字状 を呈

し、壁面は急斜面であ

る。埋土は褐色砂質土

である。遺物は埋土 よ

り出土 している。

出土遺物 (第 131図 )

出土遺物は甕形土器

1点、弥生上器細片 2

点が埋土中より出上 し

ている。遺物は細片が

多 く図化可能な 1点 を

示 した。

150は甕形土器の底

部である。底部は上げ

底を呈 し、体部に向か

い直線的に立ち上がる。

体部外面はタテヘラミ

ガキ、体部内面はタテ

ナデで調整 さ絶る。

1にしSミ い黄褐色10YR4/3

砂質土
2禍色10YR4/4

砂質土

L=5970m

0                        1m
i

第132図  S K l185実測図

185号土坑 (S K l185)(第 132図 )

F調査区P-17グ リッドから検出され、調査区のほぼ中央に位置する土坑である。遺構検

出時に検出作業が難航 したため、遺構の上部をやや掘削 している。平面プランは隅丸方形を

呈する。規模は長軸85cm、 短軸80cmを 測る。床面は凹凸が認められ、ピット状に深 くなる部

分、長椿円状に深 くなる部分がある。床面はもっとも深いところで約35cm、 浅いところで約

15cmを 測る。埋土は 2層 に分かれる。埋土上層のにない責褐色砂質土から、壷形土器 1個体、

甕形土器 3個体分の土器が遺構中央部より拳大の砂岩礫 と折 り重なるような形で検出された

が、完形になるものは認められない。礫 と土器は床面から完全に遊離 しているが、偶然埋没

したものとは考えにくく、両者に何 らかの有機的関係があるものと思われる。
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154

第133図  S K l185出土遺物実測図

出土遺物 (第 133図 )

出土遺物は壷形土器 3点、甕形土器 6点、弥生土器細片49点が埋土中より出上 している。

遺物は細片のため図化可能な 5点を示 した。

151は広口壷形土器である。形態は体部より緩やかに内傾 し、頸部との区別はあまり明瞭で

はない。口縁部は緩やかに外反する。日縁端部はやや上下に拡張さ紀る。日縁端部上下端に

は刻目文を施 している。頸部は上から列状圧痕文、櫛描簾状文、櫛描波状文を施 している。

頸部には部分的にタテハケメで調整される。内面は頸部上位にヨコハケメ、後にヨコヘラミ

ガキで調整する。152～ 1551ま甕形土器である。1521ま 日縁端部を丸 くおさめ頸部より緩やかに

外反する。体部は外彎 しながら頸部に向かって立ち上がる。日縁端面には亥1目 文を施 してい

る。体部外面はタテヘラミガキ、体部内面はタテハケメで調整する。153・ 154は 日縁端部を

方形におさめ、日縁部は「く」の字状に外反する。153は体部外面をヨコハケメで調整する。

155は甕形土器の底部である。底部は平底を呈 し、体部に向かい直線的に立ち上がる。体部外

面は部分的にタテハケメで調整する。
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192号上坑 (S K l192)(第 134図 )

G調査区 P・ Q-19グ リッドから検出され、調査区

の中央、 S X 1015の北西に位置する土坑である。平面

プランは隅丸不整方形を呈する。規模は長軸210clll、 短

軸90clll、 深さ10cmを測る。床面はほぼ水平を呈 し、壁

面は緩やかに傾斜 している。埋土はにない責褐色砂質

土で、やや粘性を持つ。遺物は埋土より出土 している。

1に ,Stい 黄褐色10YR4/3
粘性砂質土

題

（
L=5920m

2にしSヽ い黄橙色10YR7/3-
粘性砂質土

0                          2m

第134図  S K l192実測図

0         5cm遺 物は細片のため図化可能な

L冨E=E冨工冨正三」 1点 を示 した。

第1誦図 S Kl192出 』勤実測図 156はサヌカイ ト製の石鏃

である。先端部と基部を欠損 している、両縁には粗い

調整加工が施され、 1次手U離痕が残存 している。

195号土

"t(S K l195)(第
136図 )

G調査区0-19グ リッドから検出され、調査区のや

や南側に位置する土坑である。平面プランは隅丸不整

長方形である。土坑は上半部を掘削されており現況で

規模 は長軸165cm、 短軸55

clla、 深さ20cmを 測る。断面

は中央部がやや盛 り上がり、

両端に凹みがある。壁面の

傾斜はやや急である。埋土

はにない責褐色砂質土でや

や粘性を持つ。遺物は埋土

より出上 している。

E

苗 |

‖

|

L=5910m

0                          2m

第136図  S K l195実測図

%‰ 1継帥W3G

出土遺物 (第 135図 )

靱 牽阜:3ξ:3与:与i二!
点、石鏃 1点 出土 している。

・５７

0                 5cm

第137図  SK■95出土遣助実測図
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出上遺物 (第 137図 )

出土遺物は弥生土器細片28点、土師質土器細片 1点、楔形石器 1点

が出上 した。遺物は細片が多く実測可能遺物は 1点のみである。

157はサヌカイ ト製の楔形石器である。薄手の素1片 を素材とし、形態

は長方形状を呈 し、両側縁に裁断面を持つ。

_1生 ≧ 00m

0       50cm

-
l暗褐色10YR3/3粘 性砂質土

第138図 SK■ 96実測図

158

ё

0                 5cm

第139図  S KH96出土追肋実測図

196号土坑 (S K l196)(第 138図 )

G調査区の南側に位置 し、N-20グ リッ

ドから検出された土坑である。平面プラン

は隅丸不整方形状を呈している。土坑は上

部を掘削され、現況で規模は長軸135cm、 短

軸30cln、 深さ 8 cmを 測る。床面は平坦であ

る。壁面はやや急斜面である。埋土は暗褐

色砂質上で、やや粘性を持つ。遺物は埋土

より出土 している。

出土遺物 (第139図 )

出土遺物は弥生土器細片 2点、土師質土

器細片 1点、石鏃 1点が出上 している。遺

物は細片のため実測可能遺物は 1点のみで

ある。

158はサヌカイ ト製の石鏃の未製品であ

る。基部を欠損 し、縁辺部は粗い調整加工

が施されている。

215号土坑 (S K 1215)(第 140図 )

D調査区 J-17・ 18グ リッドから検出さ

れ、調査区の西側中央部に位置する土坑で

ある。南側ではS X 1024が検出されている。

L=5920m

l rHLE色 10YR3/4

砂質土

0            1m

第140図  S K 1215実測図

平面プランは隅丸不整方形状を呈 している。規模は長軸120cln、 短車由70cln、 深さ18cmを測る。

床面は水平であるが遺構中央部付近に段差が生 じている。壁面はやや急斜面である。埋土は

暗褐色砂質± 1層である。遺物は埋土中より出土している。
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0            5cm
|

第141図  S K 1215出土遺物実測図

出土遺物 (第 141図 )

遺物は弥生土器細片 2点、土師質土器細片 1点、打製石庖丁 1点出上 した。出土遺物は細

片のため実測可能遺物は 1点のみである。

159は結晶片岩製の石庖丁である。薄手の手1片 を素材 として用い、一方の縁辺部両面に調整

加工を施 している。端部に狭 りは認められない。

一

溝状遺構

11号溝状遺構 (S D 1011)(第 142図 )

G調査区Q-21グ リッドから検出され、調査区の北側に位

置する溝状遺構である。平面プランは隅丸長方形状を呈 して

いる。規模は長軸180clla、 短珀 40cln、 深さ12clnを 測る。床面は

ほぼ水平であり、壁面は急斜面を呈 している。埋土は鈍い黄

褐色砂質土を呈し、粘性を持っている。出土遺物は弥生土器

細片が 3点、土師質土器皿が 1点、土師質土器細片が 2点 出

土 した。遺物は細片であり実測可能なものは認められない。

土師質土器は摩滅が激 しく流れ込みと思われる。

12号溝状遺構 (S D 1012)(第 143図 )

G調査区Q-21グ リッドから検出され、調査区の北側に位

置する溝状遺構である。平面プランは隅丸長方形状を呈 して

いる。規模は長軸240cln、 短軸45cln、 深さは東側で20cm、 西側

で10cmを 測 り、東側が深 くなっている。床面は中央付近で段

差を持つ。壁面は急斜面である。埋上は鈍い黄褐色砂質上を

-103-

―  B'

L=5930m
A――     ―― A'

B_   L=59 30m B,

0            1m

lにしStい黄褐色10YR4/3粕 性砂質土
2に しヽやい黄褐色10YR5/3粘 性砂質土

第142図  S D 1011実測図



呈 し、粘性を持っている。出土遺物は弥生土器細片13点、土師質土器細片12点、石英 1点が

出上 したが、細片のため実測可能遺物は認められない。土師質土器は摩減が激 しく流れ込み

と思われる。

13号溝状遺構 (S D 1013)(第 144図 )

G調査区Q-22グ リッドから検出され、調査区の北側に位置する溝状遺構である。平面プ

ランは隅丸長方形状を呈 している。規模は長軸190cln、 短軸40cln、 深さ10clnを 測る。床面は平

坦である。壁面は急斜面である。埋土は鈍い責褐色砂質上で、粘性を持つ。出土遺物は弥生

土器細片 2点、結晶片岩 1点が出土したが遺物は細片の為、実測可能遺物は認められない。

― B'

_A'

A――

B――

―― B'

L=5930m
―一A'

L=5930m
― B'

A__   L=59,Om A'

L=5930m
B――      ―― B'

1にしStい黄褐色10YR4/3粘 性砂質土

第143図  S D 1012実測図
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14号溝状遺構 (S D 1014)(第 145図 )

G調査区Q-22グ リッドから検出され、調査区の北

側に位置する澪状遺構である。南壁中央部分はSK
■94に切 られている。平面プランは隅丸長方形状を呈

している。規模は長軸215cm、 短軸40cm、 深さ20clnを 測

る。床面は水平を呈 し、壁面は急斜面である。埋土は

鈍い責褐色で、粘性を持つ。出土遺物は埋土より出土

している。

出土遺物 (第 146図 )

出土遺物は弥生土器細片 5点、楔形石器 1点、土師

質土器細片11点、須恵質土器 1点、サヌカイ ト片 4点

が出土 している。土師質土器は摩滅が激 しく、流れ込

みと思われる。遺物は細片が多く実測可能遺物は 1点

のみである。

160はサヌカイ ト製の楔形石器である。薄手のよU片 を

素材 として用い、形状は台形状を呈 している。一方の

側縁部に裁断面が認められる。下端部両面に調整加工

を施 し刃部を作出している。

不明遺構

7号不明遺構 (S X 1007)(第 147図 )

F調査区R-18・ 19グ リッドから検出され、調査区

の北端に位置する。本遺構はS X 1008の東側に位置 し、

S Kl156に切 られた状態で検出された。平面プランは

隅丸不整方形を呈する。規模は長軸260cln、 短m140clll、

深さ22clllを 測る。床面には凹凸が認められ、遺構中央

部より、側縁の方がやや深い。壁面は緩やかに傾斜 し

ている。遺物は理土より出土 している。

出土遺物 (第 148図 )

出土遺物は甕形土器 1点、弥生土器細片 3点、結晶

L=5930m

Ⅷ
0            1m

lにャSく い黄禍色10YR4/3粕 性砂質土

第145図  S D 1014実測図

160

0                  5cm
|

第146図  S D 1014出土遺物実測図
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第147図  S X 1007実測図

片岩片 1点、管玉 1点が出上 している。弥生土器は細片のため実測に

耐えうるものは見られず、実測可能な管玉 1点 を図化 した。

161は緑色凝灰岩製の管玉である。形態は細型を呈 し、長さ0.7cln、

直径2.5clll、 孔径0.12clnを 測る。

L=5960m

1にしStい黄褐色10YR5/3砂 質土(炭化物を含む)      0

◎

―
El―

◎
161

8号不明遺構 (S X 1008)(第 149図)               0     2cm

F調査区 S・ F-16・ 17グ リッドから検出され、調査区の北側に位  中

置する不明遺構である。本遺構は北壁中央部付近をSK■51に切 られ、第1硝図 SXl側7出lin期回

南東部分はSK■52と 重なり合う状況で検出されたが切 り合い関係は明瞭ではない。平面プ

ランは東西方向に長い長方形状を呈 しているが、東壁側は余 り明瞭ではない。規模は、長軸

450cln、 短軸330cll、 床面は凹凸が認められ、深さは浅いところで 5 cm、 もっとも深いところ

で20clnを 測る。壁面は急斜面である。本遺構の特徴的な点は、北壁の中央部分に方形状の未

掘削部分を残すことである。 S Kl151に切 られ、全容は不明であるが、現状で幅30clll、 長さ

24cmに わたる部分が確認されている。炉跡は確認されていない。本遺構はピットが19基検出

されているが、ピット内からは時期認定可能な遺物は認められない。ピットは複数の時期に

わたると思われる。内部構造については不明である。

本遺構の南壁のやや東側部分からは土器だまりが検出されている。規模は長軸54cm、 短軸

48c14の ピット状遺構に、主形土器 4点 と甕形土器 3点、弥生土器細片132点が折 り重なるよう

―-106-
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L=5990m

L=5990m
B′

0                2m

lに�Sミ い黄褐色10YR4/3砂 質土
2灰黄褐色10YR5/2砂質土
3に wミ い黄褐色10YR4/2砂質土
4に vSヽ い黄褐色10YR4/3砂質土
5暗褐色10YR3/3砂質土
6暗褐色10YR3/3砂 質土(炭化物少々含む)

第149図  S X 1008実測図

に出土 している。 S X 1008と の切 り合い関係は明瞭ではなく、前後関係ははっきりしない。

土器だまり出土遺物はS Kl152出土遺物と接合しており、両者に何らかの有機的関係がある

ものと思われる。
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出土遺物 (第 150図 )

出土遺物は壷形土器 1点、甕形土器

1点、高杯形土器 1点、弥生土器細片

112点、土師器甕 6点、土師器細片 4

点、須恵器細片 3点、瓦質土器細片 1

点、サヌカイ ト片 6点、結晶片岩片 7

点が出土 した。遺物は細片のため、辛

うじて実測可能な遺物 5点 を図化 した。

162は甕形上器の口縁部の破片であ

る。日縁端部を方形におさめ、日縁部

イよ「く」の字状に外反する。体部はや

0                          10cm

第150図  S X 1008出土遺物実測図
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L=59 30m              L=59 30m       L=5930m

A―          ― A′   B―     ― B′   C―    ― C′

臨 繭  Ⅷ  闇
1にしSミ い黄褐色10YR5/3砂 質土
2にゥエい黄褐色10YR4/3砂 質土

第151図  S X 1015実測図

や内湾 しなが ら立ち上がる。日縁端面は刻 目文が施され

ている。163は甕形土器の底部である。底部は平底 を呈

し、体部に向かい直線的に立ち上がる。体部外面はタテ

ヘラミガキで調整 される。

164。 165はサヌカイト製の楔形石器である。薄手の剰

片を素材 として用いる。164は下端部両面に調整加工を施

している。165は一方の端辺に裁断面を持つ。下端部に調

整加工を施 し、刃部を作出する。
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0       5cm
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第152図  S X 1015出土遺物実測図



166は結晶片岩製の偏平石斧の上部の破片である。薄手の手1片 を素材とし、下部を欠損 して

いる。両面に研磨痕が認められる。

15号不明遺構 (S X 1015)(第 151図 )

G調査区P-2グ リッドから検出され、調査区のほぼ中央に位置する円形の竪穴状遺構で

ある。南側はS X 1016。 S X 1017が検出されている。本調査時に遺構面を削平 しており、北

側に一部壁面を残すのみで、他は推定ラインが引かれている。現況で規模は長軸606cm、 短草由

420cln、 深さは残存部で12cmを 測る。遺構内中央部には長軸90cm、 短軸80clnの 上坑が位置す

る。土坑内は炭化物・焼上が多量に混入していることから、炉に当たると思われる。上坑内

からは紡錘車が 1点出土している。またその土坑の両端には長軸34～ 26cln、 短帥30～ 23cln、

深さ28～ 13clnの ピットが土坑を切る形で検出されている。遺構内からは27基のピットが検出

されたが、主柱穴はP-1か らP-5ま での 5本支柱 と思われる。P-5は削平を受けてお

り検出できなかった。柱心間距離は、P-1か らP-2が 318cm、 P-2か らP-3は 312cm、

P-3か らP-4は 318cm、 P-4か らP-5は 300cal、 P-5か らP-1は 300ctlを 測る。ま

た遺構内からは長軸216cm、 短軸48clnを 測る土坑が北東側から検出されている。床面はやや凹

凸をもち、壁面は急斜面である。埋土はにない責褐色 1層である。本遺構に付随する物かど

うかは不明である。

出土遺物 (第 152図 )

出土遺物は弥生土器細片17点、土師質土器皿 1点、土師質土器鍋 1点、土師質土器細片 5

点、サヌカイト片 1点、祗石が 2点 出上 している。遺物は細片がほとんどであり実測可能遺

物は 1点である。

167は紡錘車である。中央部は穿孔が認められる。外面にヘラミガキの痕跡が認められ、土

器の転用品と思われる。

16号不明遺構 (S X 1016)(第 153図 )

G調査区のほぼ中央、N・ O-18・ 19グ リッドから検出された竪穴状遺構である。 S X1015

の南側に位置し、東側部分はS X 1017と 不明瞭に切 りあった状況で検出されている。本調査

時に削平 しすぎたために、平面プランは不整方形状か不整円形状を呈するものと思われる。

規模は現状で長軸450cm、 短勤 390clnを 測る。周壁は南側では明瞭に確認さ絶たが、北側 と西

側では部分的にしか確認できなかった。遺構内からは土坑が 2基確認されている。南側土坑

(SKl)は平面プランは不整方形状を呈 し、長軸127cm、 短軸84cmを 測 り、床面には凹凸が

みられ最深部で31cmを 測る。壁面は急斜面である。北側に位置する土坑 (SK2)は、平面
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1暗褐色10YR3μ砂質土
2灰黄褐色10YR5/2砂質土
3に .こくい黄褐色10YR4/3砂 質土
4黒褐色10YR3/2砂 質土
5暗褐色10YR3/3砂 質土

第153図 SX1016・ 1017実測図
0                2m
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プランは隅丸不整楕円形状を呈 している。規模は長軸205cln、 短軸88cmを 測 り、床面には凹凸

が認められ最深部で15cmを測る。壁面は急斜面である。これらの上坑の埋土には炭化物・焼

上の混入が認められず、炉跡とは考えにくい。また遺構内には炭化物及び焼土痕が認められ

ず、炉跡らしき物は確認できなかった。遺物は柱穴・埋土より弥生土器細片が出土している

が、摩減が激 しく時期決定は困難であり、弥生時代 としか言えない。

17号不明遺構 (S X 1017)(第 153図 )

G調査区のほぼ中央、N・ 0-20・ 21グ リッドから検出された竪穴状遺構である。北側に

はS X 1015が位置 し、西側ではS X 1016と 不明瞭な切 り合い関係を呈 している。本調査時に

削平されているため全体の形状は、はっきりしな

いが平面プランは方形状を呈するものと思われる。

規模は現況で長軸480cal、 短軸450clnを 測る。周壁

は東側は450cm、 南側では240cmに わたり明瞭に残

っている。東側部分では者干周壁の痕掛が認めら

れ、推定ラインが引かれている。遺構内からは土

―
鐙
―
の

⇔   169

◆

0                5cm

S X 1017出土遺物実測図
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坑が 6基確認されている。北西側に位置する土坑 (SK3)は、

平面プラン隅丸不整方形を呈 している。規模は長軸124cm、 短軸

74cm、 深さ19cmを 測る。SK3埋土中には、炭化物が多量に混

入しており炉跡と思われる。また南東に位置する土坑(SK4)

は、平面プラン隅丸不整方形を呈し、規模は長軸152cm、 短軸127

cln、 深さ16cmを 測る。SK4か らも同様に、炭化物が埋土に混

入し、土坑の西側には焼土痕が確認されている。本土坑 も炉跡

である可能性が考えられる。北東側の炉の東側の土坑(SK5)

は、平面プランは隅丸不整方形状を呈 し、規模は長軸152cm、 短

軸127cmを測 り、床面には凹凸が認められ最深部で19cmを測る。

埋土は鈍い責褐色砂質上であるが、遺構中央部より北側部分に

は10cm大 の砂岩礫が認められる。ピットは遺構内から13基検出

されたが、規律 l■ は認められない。

出土遺物 (第 154図 )

出土遺物は三形土器 3点、甕形土器 6点、弥生土器細片146

点、土師質土器皿 5点、土師質土器細片22点、打製石庖丁 1点、

石鏃 1点、棋形石器 1点、台石 1点、サヌカイ ト片40点、結晶

片岩片 2点、砂岩 1点出上 している。遺物は細片が多く幸うじ

て実測可能な遺物は 7点である。

168は甕形土器の破片である。日縁端部を方形におさめ、日縁

部は「 く」の字状に外反する。日縁部は内外面ヨコナデ、体部

外面はタテハケメの後、粗いヨコヘラミガキで調整される。

A―

B一

C一

1灰黄褐色10YR5/2砂 質土

(炭化物を含む)

2にしヽい橙色5YR7声焼土

0                  2m

第155図  S X 1021実測図

169。 170はサヌカイト製の石鏃である。169は先端部と基部を欠損 している。縁辺部には粗

い調整加工が施されている。両面共に一次調整痕が残されている。170は縁辺部に粗い調整が

施されている。基部には浅い扶 りが見られ凹基式の石鏃 と思われる。

171はサヌカイ ト製の楔形石器である。横長の乗1片 を素材として用い、一方の縁辺部に裁断

面を持つ。

172は結晶片岩製の石庖丁である。両端を欠損 しているが、一方の短辺両面に調整加工を施

し刃部を形成 している。

173は砂岩製の祗石である。一部縁辺を欠損 しているが、ほぼ全面に研磨痕が認められる。

蛾
≦
》



21号不明遺構 (S X 1021)(第 155図 )

G調査区南端に位置 し、N・ 0-19・ 20グ リッドから検出された不明遺構である。東側に

はS K1202が位置する。遺構の南側は生活用道路の為調査が行われず、全体の形状は不明で

ある。調査当時S X1021と S K1201が切 りあった状況で検出されたが、上層の堆積状況に差

異が認められず、一体の物としてあつかっている。規模は現況で長軸220cln、 短軸60cm、 深さ

12cmを測る。床面はほぼ水平であり、壁面はやや急斜面である。埋土は灰責褐色砂質上で、

粘性を持ち、炭化物を合んでいる。床面西側壁付近からは長軸42cm、 短軸36cmに わたって焼

土塊が検出されている事より、地床炉の可能性 も考えられる。また床面直上からは砂岩製の

祗石が 3点、遺構中央より西側部分で検出さ絶ている。柱穴は東壁 と中央付近で 2基確認さ

れている。規模は長軸18cln、 短軸12cln、 深度20cm前後を測る。柱穴は規律性が見られず、上

部構造については不明である。遺物は床面直上より出上 している。

0                 5cm

0                         10cm

X1021出上遺物実測図
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出土遺物 (第 156図 )

出土遺物は弥生土器細片

42点、土師器ネ田片 4点、土

師質土器網片 4点、打製石

庖丁 2点 、スクレイパー 1

点、砥石 2点、サヌカイ ト

片 1点、砂岩 1点、石英片

1点が出土 している。遺物

は細片が多 く実測可能石器

3点のみである。

174は サヌカイ ト製のス

クレイパーである。薄手の

刹片を素材 として用い、両

側縁両面に調整加工 を施 し

ている。

175。 176は結晶片岩製の

打製石庖丁である。薄手の

崇1片 を素材 として利用 して

いる。両側縁両面に粗い調

整加工を施 し刃部を作出 し

ている。175イ ま端辺に扶 りが

認められず、一端を欠損 し

ている。176は両端部を欠損

している。

0     5cm

―

第158図  S Xll122出 土遺物実測図(ll

1に しヽミい黄褐色10YR4/3粘 性砂質土

(炭化物少々含む)

2にしこミい黄褐色10YR4/3粘 性砂質上

3に しヽミい黄褐色10YR5/441性 砂質土

(土器片含む)

4にし工い黄褐色10YR4/3粘 性砂質土

(土器片含む)
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22号不明遺構 (S X 1022)(第 157図 )

D調査区K・ L-19・ 20・ 21グ リッドから検出され、調査区の北東端に位置する不明遺構

である。北西側にS X1028・ 1029が、南側にはS K1217が位置 している。北側部分は生活用

道路があり調査が行われていないため、遺構の規模・形状は不明である。規模は現状で長軸

820cm、 短軸250cm、 深さは25cmを 測 り、床面は水平を呈 している。壁面はやや急斜面である。

理土はにない責褐色砂質土で、粘性をもっている。遺構中央部より西側では東側 と比べると、

灰黄褐色粘性砂質上が認められ、ふたつの遺構が切 りあっている可能性 も考えられる。遺構

内からは土坑 2基 と柱穴14基が確認されている。SKlは北側部分が検出できておらず、平

面プランは不明であるが、規模は現状で長軸 138cllt、 短軸114cmを測 り、床面は水平である。

埋土はにない責褐色砂質土で、粘性をもっている。SK2は SKlの南側に位置し、隅丸方

形の平面プランを持つ。規模は長軸150cm、 短軸78cmを 測る。柱穴は14基が検出されている

が、規則性は認めがたく本遺構に伴う物かどうか不明である。

出土遺物 (第 158・ 159図 )

出土遺物は弥生土器細片80点、須恵器細片 1点、土師質土器皿 2点、土師質土器杯 2点、

土師質土器小皿 2点、土師質土器鍋14点、須恵質土器細片 2点、瓦器椀 1点、青磁壷 1点、

輸入貿易陶磁細片 1点、ナイフ形石器 1点、スクレイパー 1点、模形石器 1点、石鏃 3点、

石錐 1点、サヌカイ ト片 9点、結晶片岩 8点、石英 2点が出上 している。実測可能遺物は、

7点である。

即翼レ
178

硼―醜
→   お1

∩―内
⌒           180

―④―θ
―

鰺

―

駆

く

' 183

0                 5cm

第 159図  S X 1022出 土 遺 物 実 測 図 12)
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177は青磁小壷である。片彫 りにより蓮弁文らしき文様を持つ。

178はナイフ形石器である。器体の上半部 2/3を欠損 している。石材はサヌカイトを使用

している。背面はネガティブな子J離面 1枚で、腹面はポジティブな矛1離面で構成される。打

面部は素材である手1片 の一側縁に腹面側より調整加工が施されている。

179～ 182はサヌカイ ト製の石鏃である。179は両面にわたって丁寧な調整加工が施さ絶てお

り、最大幅が基部に近い位置にあり凸基式に当たると思われる。180は縁辺部に調整加工を施

しているが、両面に 1次刹

離痕 を残 している。基部に

は狭 りの部分が認められ凹

基式 と思われる。1811ま基部

と先端部を欠損 してお り、

縁辺部のみに調整加工 を施

し両面に 1次手U離痕 を残 し

ている。182は縁辺部に粗い

調整加工を施 し、両面には

1次刹離痕が残っている。

最大幅は体部上位に位置 し

てお り、凸基式 と思われる。

しか し調整加工の粗 さなど

から未製品とも考えられる。

183は サヌカイ ト製の石

錐である。上部は欠損 して

全体の形状は不明であるが、

丁寧な調整加工が施 されて

いる。

24号不明遺構 (S X 1024)

(第 160図 )

D調査区の西端中央部に位置 し、

J-17・ 18グ リッドから検出され

た不明遺構である。北側 はSX

1023、 南側にはS K1315が検出さ

れている。西側は調査区外に当た

と=5900m

0                          2m

第160図  S X 1024実測図
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0                        5cm

第161図  S X 1024出土遺物実測図
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り調査されておらず、全体の規模は不明である。規模は現状で長軸230cm、 短軸170cmを 測る。

床面には凹凸は認められず、深さ14cmを測る。壁面はやや急斜面である。埋土は褐色砂質土

で炭化物を少 し混入 している。出土遺物は埋土中より出土 している。

出土遺物 (第 161図 )

遺物は、弥生土器細片18点、土師質土器皿 1点、土師質土器細片21点、輸入貿易陶磁細片

1点、サヌカイ ト片 4点、結晶片岩 3点、スクレイパー 1点出上 している。 しかし遺物は細

片が多く実測可能遺物は 1点のみである。

184は刹片である。背腹両面はネガティブな刹離面で構成さ絶る。石材はサヌカイトが使用

されている。背面側下縁部には腹面側より急斜度の調整加工が施されており、スクレイパー

の可能性 も考えられる。

柱穴出土遺物

29号 ビット (S P 1029)(第 162図 )

A調査区G-10。 ■グリットより検出さ絶た柱穴である。平面プランは楕円形状を呈する。

規模は長軸32cln、 短軸 25cm、 深さ32cmを 測る。埋土は褐色砂質上である。遺物は上層より出

土 している。

出土遺物 (第 163図 )

185は甕形土器の底部である。底部は平底を呈し、体部は直線的に立ち上がる。体部外面は

タテヘラミガキで調整する。

186は結晶片岩製の円柱状石斧である。薄手の手1片 を素材 として用い、側縁部両面に調整加

工を施 している。

31号ビット (S P 1031)(第 164図 )

187は結晶片岩製の叩石である。下部に敲打痕が認められる。

48号ビット (S P 1048)(第 164図 )

188は結晶片岩製の石庖丁である。素材 として薄手の象1片 を使用し、両側縁両面に調整加工

が施されている。一端を欠損 している。端部に袂 りは認められない。

59号ビット (S P 1059)(第 164図 )

189は甕形土器の破片である。日縁端部は丸 くおさめ、日縁部は外方に屈曲する。体部はや

や内湾 しながら立ち上がる。日縁部は内外面ヨコナデで調整する。体部外面は頸部から体部

中位にかけてタテハケメ、体部中位からタテヘラミガキで調整する。

―-119-―


